
正岡子規と中川四明―新聞『日本』『小日本』紙上の交流―

─ 95 ─

目
次

第
一
章　

新
聞
『
日
本
』
の
創
刊
と
子
規
・
四
明
の
歩
み

第
二
章　

四
明
美
学
の
子
規
へ
の
影
響
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』
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緯

第
四
章　

中
川
四
明
の
俳
句
実
作

は
じ
め
に

中
川
四
明
（
本
名
・
重
麗
―
論
者
注
）
は
、
子
規
周
辺
の
一
人
で
あ
り
、
近

代
俳
句
の
黎
明
期
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
四
明
は
子
規
の
日
本
派
を
標
榜
す

る
初
期
の
俳
句
結
社
、「
京
阪
俳
友
満
月
会
」
を
立
ち
上
げ
て
そ
の
伝
播
に
尽

く
し
、
ま
た
、
子
規
没
後
の
俳
壇
に
、
子
規
生
前
の
願
い
で
あ
っ
た
高
濱
虚
子

を
呼
び
戻
す
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
現
在
、
俳
人
四
明
は
、
子
規
の
「
日

本
派
の
弟
子
」
と
し
て
細
々
と
伝
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
子
規
と
四
明
は

生
涯
一
度
も
面
識
は
無
い
が
、
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
後
輩
と
し
て
投
稿
を
重

ね
、
お
互
い
を
親
し
く
認
識
し
て
い
く
。
子
規
の
俳
句
革
新
の
初
期
に
あ
っ
て
、

四
明
は
す
で
に
社
会
的
知
識
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
四
明
の
全
面
的
な
応
援

は
、
俳
句
革
新
に
賛
否
両
論
、
未
だ
不
安
定
な
子
規
の
日
本
派
に
と
っ
て
対
外

的
に
も
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。
子
規
は
「
明
治
三
十
一
年
の
俳
句
界
」
で
四

明
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

京
都
に
は
先
輩
四
明
満
月
会
を
統
率
し
て
常
に
俳
運
の
隆
盛
を
致
す

�

（「
明
治
三
十
一
年
の
俳
句
界
」、『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
二
巻
第
四
号
）

子
規
と
出
会
い
以
後
の
中
川
四
明
の
俳
人
と
し
て
の
人
生
は
、
子
規
の
こ
の

言
葉
を
誠
実
に
受
け
と
め
「
常
に
俳
句
の
隆
盛
を
致
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
俳
句
選
者
と
し
て
『
日
出
新
聞
』（
現
在
の
『
京
都
新
聞
』）、
俳
誌

『
懸
葵
』
に
於
い
て
没
年
ま
で
選
句
を
続
け
、
俳
論
、
美
学
論
を
書
き
、
後
に

は
特
異
な
美
学
書
『
俳
諧
美
学
』『
触
背
美
学
』
を
刊
行
し
た
。
多
く
の
俳
人

を
育
て
、
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
、「
鳥
取
第
一
中
学
校
校
友
会
誌
」
の
選
者
と

し
て
尾
崎
放
哉
（
俳
号
・
梅
史
）
の
句
も
選
句
し
て
い
る
。

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
３
年　

根
本　

文
子

正
岡
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新
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流
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本
論
文
は
新
聞
『
日
本
』『
小
日
本
』
を
舞
台
に
子
規
と
四
明
が
親
し
く

数
々
の
掲
載
を
重
ね
な
が
ら
、
近
代
俳
句
の
発
展
に
貢
献
す
る
歩
み
を
考
察
す

る
。第

一
章
、
新
聞
『
日
本
』
の
創
刊
と
、
子
規
・
四
明
の
歩
み
。
四
明
が
子
規

に
出
会
う
ま
で
の
事
跡
を
追
求
し
子
規
に
出
合
っ
た
と
き
は
す
で
に
社
会
的
知

識
人
で
あ
り
、
単
な
る
子
規
の
弟
子
と
は
異
な
る
こ
と
を
検
証
す
る
。

第
二
章
、
四
明
美
学
の
子
規
へ
の
影
響
。
明
治
二
十
二
年
、
四
明
が
新
聞

『
日
本
』
に
掲
載
し
た
「
美
術
家
」
を
取
り
上
げ
、
明
治
二
十
八
年
の
『
俳
諧

大
要
』
と
子
規
の
美
学
受
容
を
考
え
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
九
年
『
日
本
』
掲

載
の
子
規
の
「
俳
句
二
十
四
體
」、
こ
れ
に
対
す
る
四
明
の
言
及
、
そ
の
、「
美

学
解
説
」
の
方
法
の
類
似
性
を
考
察
す
る
。

第
三
章
、
新
聞
『
日
本
』
の
発
行
停
止
に
よ
る
『
小
日
本
』
発
行
と
終
刊
の

経
緯
。

第
四
章　
『
小
日
本
』
協
力
を
契
機
と
す
る
四
明
の
俳
句
実
作
を
見
る
。

第
一
章　

新
聞
『
日
本
』
の
創
刊
と
子
規
・
四
明
の
歩
み

新
聞
『
日
本
』
が
陸
羯
南
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
二
月

十
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
日
で
あ
っ
た
。
子
規
は
こ
の
日
の
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
お
り
、
当
日
、
新
聞
「
日
本
」
第
一
号
を
手
に
し
た
こ
と
を
、

そ
の
十
二
年
後
の
「
墨
汁
一
滴
」
に
記
し
て
い
る
。

　

朝
起
き
て
見
れ
ば
一
面
の
銀
世
界
、
雪
は
ふ
り
や
み
た
れ
ど
空
は
猶
曇

れ
り
。
余
も
お
く
れ
じ
と
高
等
中
學
の
運
動
場
に
至
れ
ば
早
く
已
に
集
ま

り
し
人
々
、（
略
）
フ
ラ
フ
を
翻
し
、
祝
憲
法
発
布
、
帝
国
萬
歳
な
ど
書

き
た
る
中
に
、
紅
白
の
吹
き
流
し
を
北
風
に
な
び
か
し
た
る
は
殊
に
き
は

だ
ち
て
い
さ
ま
し
く
ぞ
見
え
た
る
。
二
重
橋
の
外
に
鳳
輦
を
拝
み
て
萬
歳

を
三
呼
し
た
る
後
余
は
復
学
校
の
行
列
に
加
は
ら
ず
、
芝
の
某
の
館
の
園

遊
會
に
参
ら
ん
と
て
行
く
途
に
て
得
た
る
は
「
日
本
」
第
一
號
な
り
。

（
略
）
夜
更
け
て
泥
の
氷
り
た
る
上
を
踏
み
つ
ゝ
帰
り
し
は
十
二
年
前
の

二
月
十
一
日
の
事
な
り
き
。

�

（「
墨
汁
一
滴
」、『
日
本
』
明
治
三
十
四
年
二
月
十
一
日
）

新
し
い
時
代
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
が
公
布
さ
れ
た

明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
時
を
同
じ
く
し
て
発
行
さ
れ
た
新
聞
『
日
本
』

は
子
規
の
人
生
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
も
尊
敬
す
る
叔
父
の
加

藤
拓
川
の
親
友
で
あ
る
陸
羯
南
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
こ
と
に
、
子
規
の
高
揚

感
が
伝
わ
る
。
新
聞
『
日
本
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
古
島
一
雄
も
『
日
本
』
を

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

紙
面
は
振
仮
名
ぬ
き
の
漢
文
口
調
だ
か
ら
、
無
論
一
般
向
き
で
は
な
か

つ
た
が
、
雄
健
な
る
文
章
と
、
溢
れ
る
情
熱
と
は
、
青
年
の
血
を
湧
か
し
、

当
時
神
田
の
下
宿
屋
で
は
、
こ
の
新
聞
を
取
る
の
を
誇
り
と
し
て
居
つ
た
。

�

（
古
島
一
雄
「
回
想
の
子
規
」、『
子
規
全
集
・
別
巻
二
』）
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中
川
四
明
（
重
麗
）
も
こ
の
日
を
新
聞
『
日
本
』
の
社
員
と
し
て
迎
え
た
。

四
明
は
、
東
京
大
学
予
備
門
長
で
あ
っ
た
杉
浦
重
剛
の
勧
め
で
陸
羯
南
に
合
い
、

新
聞
『
日
本
』
に
入
社
す
る
。
後
に
四
明
は
こ
の
時
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
回

想
し
て
い
る
。

　

当
時
余
は
東
京
の
駿
河
臺
に
を
つ
た
が
、
い
よ
／
＼
『
日
本
』
と
い
ふ

新
聞
を
発
行
す
る
、
否
「
東
京
電
報
」
と
い
ふ
の
を
改
題
し
て
、
更
に
規

模
を
大
き
く
す
る
の
で
あ
る
。
就
て
は
足
下
（
四
明
・
論
者
注
）
も
入
社

し
て
は
何
う
だ
と
の
こ
と
で
、
杉
浦
重
剛
先
生
か
ら
話
が
あ
つ
て
初
め
て

羯
南
陸
実
君
に
逢
つ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
の
一
月
の
何
日
で
あ
つ
た
か

は
、
記
憶
し
て
を
ら
ぬ
が
、
確
か
に
松
の
内
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。

�

（「
明
治
四
十
年
を
迎
ふ
」、『
懸
葵
』
第
三
巻
第
十
一
号
）

こ
の
時
四
明
は
、
子
規
に
と
っ
て
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩
記
者
と
な
っ
た
。

子
規
の
経
歴
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
中
川

四
明
の
新
聞
『
日
本
』
入
社
以
前
の
略
歴
を
以
下
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
尚
◎

印
は
四
明
、
▽
印
で
は
必
要
に
応
じ
て
子
規
の
経
歴
も
入
れ
る
。

◎�

中
川
四
明
（
重
麗
）
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
二
月
二
日
、
京
都
町
方
与

力
下
田
耕
作
の
次
男
と
し
て
出
生
。
二
月
十
五
日
、
二
条
城
北
城
番
組
与
力

中
川
重
興
の
養
子
と
し
て
成
長
し
た
。
幼
名
を
勇
蔵
、
の
ち
登
代
蔵
と
改
め

る
。
さ
ら
に
登
代
蔵
改
め
重
麗
と
称
し
た
。
こ
れ
が
実
名
と
な
る
。
長
じ
て
、

庵
号
を
「
小
自
在
庵
」
と
称
し
て
い
る
。
俳
号
は
当
初
「
紫
明
」、
の
ち
に

「
四
明
」
と
な
る
。
別
号
に
「
霞
城
」、「
霞
城
山
人
」
他
が
あ
る
。
四
明
は

「
霞
城
」・「
霞
城
山
人
」
の
筆
名
で
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、「
霞
城
」

は
二
条
城
の
別
名
で
あ
る
。
そ
の
由
来
を
明
治
三
十
六
年
刊
行
の
『
京
都
新

繁
盛
記
』（
著
者
四
明
老
人
・
論
者
注
）
に
記
し
て
い
る
。

二
条
の
離
宮

元
来
二
条
城
と
て
徳
川
将
軍
上
落マ

マ

の
為
に
築
か
れ
た
る
も
の
、
今
は
斯

く
離
宮
と
な
り
た
る
な
り
。

霞
の
城
と
言
ひ
做
し
た
る
は
、
其
の
石
垣
の
上
に
一
文
字
の
白
壁
の
、

遠
く
望
め
ば
棚
引
く
春
の
霞
に
も
似
た
り
し
故
か
（
略
）。
雛
形
の
城

と
も
言
ひ
し
は
、
其
の
形
の
立
雛
に
も
似
た
る
故
か
。

（
中
川
四
明
著
「
京
都
新
繁
盛
記
」
第
一
編
（
明
治
三
十
六
年
五
月
）、

�

『
新
撰　

京
都
叢
書　

第
八
巻　

昭
和
六
十
二
年
四
月　

臨
川
書
店
』）

▽�

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
九
月
十
七
日
伊
与
（
愛
媛
県
）
松
山
に
正
岡
子
規

誕
生
。
父
は
松
山
藩
士
、
正
岡
隼
太
常
尚
、
母
八
重
の
父
は
藩
の
儒
者
、
大

原
有
恒
（
観
山
）
で
あ
っ
た
。

◎�

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
二
十
一
歳
。
四
明
は
上
京
し
、
東
京
の
麹
町
二
番

町
に
あ
っ
た
、
安
井
息
軒
の
三
計
塾
に
学
ぶ
。
し
か
し
十
二
月
京
都
に
戻
り
、

京
都
府
に
開
か
れ
た
「
欧
学
舎
」
で
、
ド
イ
ツ
人
教
師
、
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
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マ
ン
よ
り
独
逸
語
を
学
ぶ
。

　

京
都
府
は
、
欧
米
の
文
化
移
植
の
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
国
の
言
語
を

学
ぶ
の
が
早
道
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
一
八
七
〇
（
明
治
三
年
）
に
全

国
に
先
鞭
を
つ
け
て
、
仏
、
英
、
蘭
、
独
な
ど
の
外
国
語
な
ら
び
に
数
学

を
教
え
る
欧
学
舎
を
開
い
て
、
ド
イ
ツ
人
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
を
教
師

と
し
て
招
聘
し
た
。

�

（
重
久
篤
太
郎
『
お
雇
い
外
国
人
』
昭
和
四
十
三
年　

鹿
島
研
究
出
版
会
）

◎�

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
十
三
歳　

欧
学
舎
で
レ
ー
マ
ン
に
よ
る
日
本
最

初
の
和
訳
独
逸
辞
書
の
編
纂
に
参
加
。

◎�

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
十
四
歳
。
九
月
レ
ー
マ
ン
が
東
京
に
移
住
、
欧

学
舎
舎
長
心
得
と
な
る
。

◎�

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
二
十
六
歳
。
一
月　

京
都
府
出
仕
、
勧
業
課
付
属

と
な
る
。

◎�

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
二
十
七
歳
。
一
月　

京
都
府
一
五
等
出
仕
学
務
課

勤
務
、
理
化
学
担
当
教
諭
。

◎�

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二
十
九
歳
。
八
月
十
二
日　

京
都
府
に
新
設
さ

れ
た
師
範
学
校
二
等
助
教
兼
勤
と
な
る
。
以
後
、
多
く
の
教
科
書
を
発
行
し

な
が
ら
師
範
学
校
に
勤
め
る
。
次
に
発
行
教
科
書
の
一
部
を
見
る
。

・�

中
川
重
麗
譯
『
小
学
読
本
博
物
學
階
梯
』
明
治
十
年
十
一
月
出
版　

京
都

府
蔵
版

�

譯
述
者　

京
都
府
士
族
仝
七
等
属　

中
川
重
麗　

発
行
所　

杉
本
甚
助

・『
博
物
学
階
梯
教
授
本
』
中
川
重
麗　

張
弛
館
（
明
治
十
一
年
）

・『
小
学
理
学
階
梯　

巻
一　

巻
二
』
中
川
重
麗　

張
弛
館
（
明
治
十
一
年
）

・『
萬
有
七
科
星
学
』
中
川
重
麗
譯　

京
都
府
（
明
治
十
一
年
）

▽�

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
四
歳
。
三
月　

子
規
は
松
山
中
学
に
入
学
す

る
。

松
山
中
学
は
明
治
八
年
九
月　

愛
媛
県
立
変
則
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。

こ
の
時
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
、
四
明
の
実
弟
で
あ
る
慶
應
義
塾
出
身
の

草
間
時
福
（
天
葩
・
論
者
注
）
で
あ
る
。
こ
の
草
間
時
福
の
招
聘
に
関
わ
っ
た

の
が
、
当
時
県
の
学
務
課
に
勤
務
し
て
い
た
内
藤
鳴
雪
で
あ
っ
た
。

草
間
時
福
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
松
山
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
明

治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
三
月
に
入
学
し
た
子
規
と
入
れ
違
い
で
あ
っ
た
。
し

か
し
慶
應
義
塾
で
福
沢
諭
吉
の
薫
陶
を
受
け
た
民
権
派
の
草
間
は
学
内
外
で
政

談
演
説
を
行
い
、
生
徒
達
に
も
演
説
を
奨
励
し
た
の
で
草
間
校
長
が
転
任
し
た

後
に
も
拘
わ
ら
ず
子
規
達
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
当
初
子
規
が
政
治
家
を
目

指
し
、
度
々
演
説
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
東
京
に
戻
っ
た
草
間
時

福
は
「
朝
野
新
聞
」
な
ど
に
勤
務
、
そ
の
後
逓
信
省
航
路
標
識
管
理
所
長
、
燈

台
局
長
な
ど
を
勤
め
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
錦
鶏
間
祗
候
に
任
じ
ら
れ

た
。

▽�

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
七
歳
。
六
月　

子
規
は
叔
父
の
加
藤
拓
川
の
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上
京
を
薦
め
る
書
簡
を
受
け
直
ち
に
上
京
す
る
。

◎�

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
三
十
五
歳
。
四
月
、
現
在
の
京
都
薬
科
大
学
の

前
身
、
京
都
市
立
独
逸
学
校
が
創
設
さ
れ
て
四
明
は
校
主
と
な
る
が
、
同
年

九
月
八
日
、
東
京
大
学
予
備
門
御
用
掛
申
付
ら
る
。

▽�

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
子
規
十
八
歳
。
九
月
、
予
備
門
に
合
格
。

こ
の
年
子
規
と
四
明
は
予
備
門
の
教
師
と
学
生
の
関
係
に
な
る
が
二
人
に
面

識
は
無
い
。

◎�

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
二
十
九
日
、
予
備
門
が
第
一
高
等
中
学
校

と
改
称
さ
れ
、
子
規
と
四
明
は
第
一
高
等
中
学
校
の
助
教
諭
と
学
生
に
な
る

が
、
六
月
十
一
日
、
四
明
は
同
校
を
非
職
と
な
る
。

◎�

明
治
二
十
年
（（
一
八
八
七
）
三
十
八
歳
。『
學
海
の
指
針
』（
山
縣
悌
三
郎

創
刊
）
の
主
筆
と
な
り
、
ま
た
、
少
年
雑
誌
『
少
年
園
』
の
編
集
に
参
加
す

る
。
そ
し
て
二
月
、「
霞
城
山
人
」
の
名
で
ハ
オ
フ
童
話
の
初
訳
を
発
行
す

る
。

・�『
砂
漠
旅
行
亜
拉
比
亜
奇
譚
』（
独
逸
国
學
士
ハ
オ
フ
氏
原
著　

日
本
霞
城

山
人
譯
・
発
行
所
、
浜
本
伊
三
郎
）。

以
上
、
嘉
永
三
年
か
ら
明
治
二
〇
年
ま
で
四
明
の
略
歴
と
子
規
の
生
い
立
ち

を
見
た
。
次
に
新
聞
「
日
本
」
に
入
社
し
た
子
規
と
四
明
の
交
流
を
見
て
い
き

た
い
。

新
聞
『
日
本
』
に
入
社
し
た
四
明
は
時
事
風
刺
の
「
風
叢
」
欄
を
担
当
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
常
磐
会
寄
宿
舎
（
松
山
出
身
子
弟
の
東
京
宿
舎
・
論
者
注
）

舎
監
と
し
て
子
規
と
共
に
句
作
し
、
日
本
派
の
長
老
と
な
っ
た
内
藤
鳴
雪
が
記

憶
し
て
い
る
。
鳴
雪
と
四
明
は
後
に
俳
人
と
し
て
、
東
の
鳴
雪
、
西
の
四
明
と

併
称
さ
れ
た
。

氏
（
四
明
・
論
者
注
）
を
初
め
て
知
つ
た
の
は
、
新
聞
『
日
本
』
が
出
た

頃
に
、
第
一
面
の
末
に
度
々
時
事
を
風
刺
し
た
狂
言
文
が
出
て
居
て
、
い

か
に
も
軽
妙
な
滑
稽
を
云
つ
て
ゐ
た
の
で
、
私
は
常
に
愛
読
し
て
い
た
。

さ
う
し
て
勿
論
匿
名
で
あ
つ
た
か
ら
、
同
社
に
ゐ
た
子
規
に
、
あ
れ
は
誰

か
と
聞
い
た
ら
、
中
川
重
麗
と
云
つ
て
大
学
豫
備
門
の
教
師
で
あ
る
と
い

つ
た
。
則
ち
そ
れ
が
氏
で
あ
る
。
其
後
、
私
は
は
か
ら
ず
氏
の
駿
河
臺
の

宅
へ
行
く
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
氏
の
令
弟
の
草
間
時
福
氏
が
知
る
人
で

あ
つ
た
か
ら
で
、
此
の
時
福
氏
は
明
治
八
年
に
愛
媛
県
が
初
め
て
中
學
校

を
開
く
時
に
英
文
の
教
師
且
つ
校
長
と
し
て
聘
用
し
た
か
ら
、
其
の
頃
學

務
課
で
あ
つ
た
私
は
、
親
し
く
交
つ
て
ゐ
た
。

（「
四
明
氏
に
つ
い
て
」、『
懸
葵
』
大
正
六
年
七
月
号

�

中
川
四
明
翁
追
悼
号
）

こ
の
頃
の
こ
と
を
高
濱
虚
子
も
伝
え
て
い
る
。

「
中
川
四
明
・
草
間
時
福
」

中
川
四
明
翁
は
私
の
京
都
に
い
つ
た
時
分
に
は
、
よ
く
訪
問
し
て
、
俳
句

を
一
緒
に
作
つ
た
仲
間
で
し
た
。
四
明
翁
は
、
燈
臺
局
長
で
あ
つ
た
草
間

時
福
さ
ん
の
兄
さ
ん
で
し
た
。
草
間
翁
（
燈
臺
局
長
で
退
い
た
）
は
昔
松
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山
中
学
の
校
長
に
な
つ
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
沼
守
一
だ
の
、
島
田

三
郎
だ
の
ゝ
櫻
鳴
社
の
一
人
で
あ
つ
た
と
い
は
れ
る
草
間
翁
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
中
学
校
の
校
長
兼
海
南
新
聞
の
社
長
で
あ
つ
て
盛
ん
に
政
談
演

説
な
ど
を
や
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
か
聞
い
て
を
る
。
其
時
分
学
生
で
あ

つ
た
子
規
も
其
の
感
化
で
、
演
説
会
を
や
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
い
つ
て

い
た
。（『

高
浜
虚
子
全
集
』
第
十
三
巻
、
自
伝
・
回
想

�

昭
和
四
十
九
年
四
月　

毎
日
新
聞
社
）

四
明
は
『
日
本
』
に
狂
言
文
を
書
く
傍
ら
、
更
に
書
籍
を
出
版
す
る
。

・�

ワ
グ
ネ
ル
著
・
中
川
重
麗
譯
『
学
校
家
庭
遊
戯
全
書
』（
少
年
園
出
版
部
・

明
治
二
十
二
年
四
月
）

・�

杉
浦
重
剛
序
・
中
川
重
麗
譯
、
ル
イ
ゼ
・
ブ
ッ
フ
ル
著
『
女
子
之
務
』（
通

信
講
學
會
・
明
治
二
十
二
年
六
月
）

ま
た
、
新
し
い
児
童
図
書
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

『
小
国
民
』、『
少
年
園
』
の
両
方
に
関
わ
り
、
グ
リ
ム
童
話
の
翻
訳
掲
載
も
始

め
る
。
グ
リ
ム
童
話
の
初
期
翻
訳
は
、
英
語
か
ら
の
訳
は
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ

語
か
ら
直
接
の
訳
は
四
明
が
最
初
と
さ
れ
る
。

・�「
狼
と
七
匹
の
羊
」（
グ
リ
ム
童
話
）『
少
年
園
』
翻
訳
掲
載
（
明
治
二
十

二
年
九
月
）

第
二
章　

四
明
美
学
の
子
規
へ
の
影
響

子
規
が
審
美
学
に
熱
中
し
始
め
た
の
は
明
治
二
十
一
年
頃
の
事
で
あ
る
。

目
的
は
哲
学
な
り
、
詩
歌
は
娯
楽
な
り
と
揚
言
せ
し
が
、
陰
に
は
哲
学
と

詩
歌
の
間
に
は
何
か
関
係
あ
れ
か
し
と
常
に
思
へ
り
。
そ
の
後
漸
く
審
美

学
な
る
も
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
詩
歌
書
画
の
如
き
美
術
を
哲
学
的
に
議

論
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
り
し
よ
り
、
顔
色
欣
々
と
し
て
雀
躍
す
る
の

思
ひ
を
生
じ
、
遂
に
余
が
目
的
を
此
方
に
む
け
り
。
こ
は
こ
れ
今
年
の
こ

と
に
な
ん
あ
り
け
る
ぞ
か
し
。

（「
筆
ま
か
せ
（
抄
）」、「
哲
学
の
発
足
」
明
治
二
十
一
年

�

『
子
規
全
集
』
講
談
社
）

四
明
は
明
治
二
十
三
年
九
月
京
都
へ
戻
り
『
日
出
新
聞
』
に
入
社
す
る
。
そ

し
て
「
京
都
美
術
雑
誌
」（
明
治
二
十
三
年
創
刊
）
に
度
々
寄
稿
し
、
美
学
者

と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
三
十
九
年
に
は
そ
の
特
異
な
美
学
書

『
俳
諧
美
学
』（
博
文
館
）、
明
治
四
十
四
年
に
は
「
新
俳
諧
美
学
」
と
言
わ
れ

る
『
觸
背
美
学
』（
博
文
館
）
の
二
著
を
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
十

七
年
か
ら
創
刊
主
宰
す
る
俳
誌
『
懸
葵
』
に
は
、
毎
月
欠
か
さ
ず
、
西
洋
の
美

学
書
の
翻
訳
紹
介
を
続
け
て
い
る
。

そ
う
し
た
四
明
の
美
学
翻
訳
の
初
期
の
も
の
と
し
て
明
治
二
十
二
年
十
一
月

二
十
四
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
の
六
回
に
わ
た
り
、
霞
城
山
人
譯
で
、
新
聞
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『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
美
術
家
」
が
あ
る
。

当
時
の
「
美
術
」
と
は
「
芸
術
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
」（「
子
規
の
リ
ア
リ

ズ
ム
」・
神
林
恒
道
『
近
代
日
本
美
学
の
誕
生
』
講
談
社
学
術
文
庫　

平
成
十

八
年
三
月
）
と
い
う
。
四
明
が
審
美
学
に
興
味
を
持
っ
た
時
期
の
早
さ
に
つ
い

て
子
規
の
弟
子
、
河
東
碧
梧
桐
が
後
に
証
言
し
て
い
る
。

翁
（
四
明
・
論
者
注
）
の
審
美
学
に
志
し
た
の
は
已
に
数
十
年
前
の
こ
と

で
あ
つ
て
、
帝
国
大
学
に
審
美
学
の
一
課
が
設
け
ら
れ
ぬ
以
前
か
ら
多
少

の
研
究
を
つ
ん
で
居
つ
た
。
古
く
日
本
新
聞
に
掲
げ
ら
れ
た
「
昆
虫
の

美
」
を
説
明
し
た
も
の
な
ど
は
、
そ
の
研
究
の
餘
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。

或
る
意
味
か
ら
い
ふ
と
翁
は
日
本
の
審
美
学
の
鼻
祖
と
も
い
ふ
べ
き
で
、

そ
の
造
詣
の
深
い
こ
と
も
わ
か
る
。

（
河
東
碧
梧
桐
「
蚊
帳
つ
り
草
」『
日
本
』

�

明
治
三
十
九
年
六
月
十
八
日
）

ま
た
、
四
明
の
美
学
を
学
問
的
に
評
価
し
て
い
る
も
の
に
、
金
田
民
夫
『
日

本
近
代
美
学
序
説
』（
法
律
文
化
社
・
平
成
二
年
三
月
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
「
京
都
美
術
協
会
雑
誌
創
刊
号
に
中
川
重
麗
の
名
を
以
て
「
工
芸
美
術
原

理
汎
論
」
の
第
一
章
が
、
反
訳
（
翻
訳
に
同
じ
・
論
者
注
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
、

そ
れ
に
続
い
て
「
西
洋
彫
刻
術
」
が
霞
上
山
人
の
名
で
発
表
さ
れ
る
」
と
四
明

の
活
躍
を
記
し
て
い
る
。

四
明
が
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
し
た
「
美
術
家
」
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し

で
始
ま
る
。美

術
家　

霞
城
山
人
譯

　

近
来
社
会
の
水
面
に
は
、
美
術
の
新
波
紋
を
起
し
其
の
水
分
子
な
る
人

心
は
、
皆
此
の
揺
動
に
捲
き
去
ら
れ
顫
動
な
さ
ん
ず
る
勢
ひ
な
り
、
社
会

の
水
、
常
に
清
け
れ
ば
可
な
り
、
美
術
の
何
た
る
を
知
ら
ず
、
唯
流
行
の

波
瀾
を
逐
ひ
、
美
術
を
俗
了
し
去
る
も
の
あ
ら
ん
に
は
将
に
来
ら
ん
と
す

る
日
本
美
術
の
新
時
代
は
空
し
く
狂
風
、
濁
浪
の
海
洋
と
な
ら
ん
（『
日

本
』
明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
）

四
明
は
こ
の
「
美
術
家
」
を
掲
載
す
る
目
的
を
、
美
術
の
何
た
る
を
知
ら
ず

唯
流
行
に
巻
き
込
ま
れ
、
美
術
を
俗
了
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
美

術
の
新
時
代
は
空
し
く
狂
風
、
濁
浪
の
海
と
な
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
危
惧
を

感
じ
る
の
で
、「
美
術
家
の
本
領
」
を
わ
か
り
や
す
く
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と

言
う
。
当
時
の
子
規
の
環
境
に
あ
っ
て
、
新
聞
『
日
本
』
は
身
近
な
も
の
で
あ

っ
た
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
九
月
、
子
規
は
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
、

丸
善
な
ど
を
探
し
回
っ
た
が
審
美
学
に
関
す
る
本
は
一
冊
も
な
か
っ
た
と
語
っ

て
い
る
。

審
美
学
の
書
物
見
た
し
と
思
ひ
丸
善
な
ど
を
あ
さ
り
し
に
審
美
の
書
め
き

た
る
は
一
冊
も
無
し
。
わ
ざ
／
＼
外
国
に
あ
る
人
の
も
と
に
頼
み
や
り
て
、

何
か
審
美
学
の
書
物
と
い
ひ
し
に
ハ
ル
ト
マ
ン
の
審
美
学
を
おマ

マ

こ
し
く
れ
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た
り
。
嬉
し
さ
に
其
本
を
携
え
て
独
逸
語
を
知
る
友
人
（
後
に
ド
イ
ツ
語

教
師
と
な
る
旧
友
三
並
良
・
論
者
注
）
の
許
へ
行
き
、
初
め
よ
り
一
字
一

句
読
み
て
も
ら
ひ
し
が
、
さ
て
字
義
ば
か
り
は
分
か
り
て
も
、
分
か
ら
ぬ

は
全
体
の
意
義
な
り
、
二
三
夜
通
ひ
て
二
三
枚
読
み
し
が
少
し
も
分
か
ら

ぬ
に
呆
れ
は
て
ゝ
終
に
其
儘
に
打
ち
棄
て
置
き
た
り
。

�

（「
随
問
随
答
」、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
三
巻
第
二
号
）

子
規
は
フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
し
て
い
た
叔
父
の
加
藤
拓
川
か
ら
受
け
取
っ
た
ハ

ル
ト
マ
ン
の
美
学
を
理
解
し
た
い
と
努
力
し
た
。「
随
問
随
答
」
に
更
に
続
け

て
言
う
。

然
る
に
そ
の
後
の
「
し
が
ら
み
草
紙
」
に
ハ
ル
ト
マ
ン
の
審
美
学
の
譯
を

載
す
る
の
広
告
あ
り
。
此
時
も
い
た
く
喜
び
て
、
急
ぎ
買
ひ
読
み
し
に
、

再
び
失
望
し
て
了
り
ぬ
（
略
）。
吾
は
し
が
ら
み
草
紙
を
抛
ち
し
以
後
再

び
審
美
書
を
手
に
せ
ざ
り
き
、
又
之
を
見
ん
と
の
念
も
以
前
の
如
く
切
な

ら
ざ
り
き
。�
（「
随
問
随
答
」）

鷗
外
の
「
し
が
ら
み
草
紙
」
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
月
創
刊
。

十
一
月
二
日
の
新
聞
『
日
本
』
の
「
新
著
批
評
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
に
依
っ
て
「
聊
か
審
美
的
の
眼
を
以
て
天
下
の
文
章

を
評
論
し
そ
の
真
贋
を
較
明
し
」
と
す
る
鷗
外
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

鷗
外
の
こ
の
主
張
に
よ
っ
て
、
俳
句
や
文
章
を
評
す
る
に
は
、
審
美
学
の
知

識
が
必
要
と
い
う
認
識
が
、
流
行
の
よ
う
に
広
が
っ
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て

明
治
三
十
九
年
、
中
川
四
明
が
『
俳
諧
美
学
』
を
出
版
し
た
と
き
、
内
藤
鳴
雪

が
同
様
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。「
我
が
俳
道
に
於
い
て
理
論
に
慣
れ
理
論
を

解
し
、
根
底
あ
る
批
評
（
前
提
も
な
く
意
に
任
せ
て
為
す
批
評
の
反
対
）
を
為

し
、
ま
た
完
全
な
る
句
を
為
す
に
は
、
多
少
に
限
ら
ず
審
美
学
の
消
息
を
知
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
（
内
藤
鳴
雪
「
中
川
氏
の
誹
諧
美
学
」、

�

「
老
梅
居
雑
話
」『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
九
巻
十
号
）

子
規
の
「
俳
諧
大
要
」
は
「
伝
統
美
の
幽
玄
と
新
時
代
の
写
実
と
の
止
揚
で
、

の
ち
の
平
淡
味
論
へ
の
緒
を
示
し
た
。
近
代
俳
句
の
基
点
と
な
る
体
系
的
俳
論

集
」（『
俳
文
学
大
辞
典
』）
と
さ
れ
る
。「
俳
諧
大
要
」
は
、
最
初
の
三
回
は

「
養
痾
雑
記
」
と
し
て
、
四
回
目
か
ら
「
俳
諧
大
要
」
と
し
て
明
治
二
十
八
年

十
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
計
二
十
七
回
、
新
聞
『
日
本
』
に

掲
載
さ
れ
た
。

「
俳
諧
大
要
」
は
「
俳
句
は
文
学
で
あ
る
」
と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

当
時
の
日
本
の
文
学
の
状
況
に
つ
い
て
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
は
子
規
の

「
俳
諧
大
要
」
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
故
に
美
の
標

準
は
文
学
の
標
準
な
り
文
学
の
標
準
は
俳
句
の
標
準
な
り
即
ち
絵

画
も
彫
刻
も
音
楽
も
演
劇
も
詩
歌
小
説
も
皆
同
一
の
標
準
を
以
て
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論
評
し
得
べ
し

　

子
規
が
こ
う
し
た
断
定
的
な
表
現
を
用
い
た
の
は
、
明
ら
か
に
読
者

を
驚
か
す
た
め
だ
っ
た
。
明
治
時
代
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
は
全
然

別
の
も
の
で
互
い
に
他
と
関
係
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
今
日

「
文
学
」
の
名
称
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
す
べ
て
を
統
合
す

る
日
本
語
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
詩
歌
や
演
劇
、
小
説
が
同
じ
批
評

作
品
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
同
様
に
個
々
の
詩
歌
を

指
す
名
称
は
（
和
歌
、
漢
詩
、
発
句
、
等
々
）
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

す
べ
て
を
統
合
す
る
名
称
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
芸
術
を
相

互
に
結
び
つ
け
る
共
通
の
絆
は
、
ふ
つ
う
無
視
さ
れ
て
い
た
。

�

（
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
正
岡
子
規
』
平
成
二
十
四
年
八
月　

新
潮
社
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
の
解
説
の
よ
う
に
、
当
時
日
本
に
、
現
在
「
文
学
」

と
い
う
名
称
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
す
べ
て
を
統
合
す
る
日
本
語
が

存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
「
俳
句
は
文
学
で
あ
る
」
と
い
う
「
俳
諧
大
要
」

の
宣
言
は
、
西
洋
の
美
学
に
得
た
知
識
の
影
響
が
推
察
さ
れ
る
。

美
学
者
の
神
林
恒
道
氏
も
次
の
よ
う
に
語
る
。「
子
規
に
は
学
生
時
代
か
ら

一
貫
し
て
、「
芸
術
」
と
は
な
に
か
を
論
ず
る
西
欧
の
審
美
的
哲
学
へ
の
強
い

関
心
が
あ
っ
た
」（
中
略
）、「『
俳
諧
大
要
』
な
ど
を
読
む
限
り
、
子
規
は
審
美

哲
学
一
般
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
言
う
。
そ

し
て
次
の
よ
う
に
「
俳
諧
大
要
」
の
冒
頭
の
「
俳
句
の
標
準
」
を
あ
げ
て
解
説

し
て
い
る
。

俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
故
に
美
の
標

準
は
文
学
の
標
準
な
り
文
学
の
標
準
は
俳
句
の
標
準
な
り
則
ち
絵

画
も
彫
刻
も
音
楽
も
演
劇
も
詩
歌
小
説
も
皆
同
一
の
標
準
を
以
て

論
評
し
得
べ
し
（
後
略
）

　

こ
れ
ら
の
主
張
か
ら
も
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
子
規
が
ま
る
で
井
の

中
の
蛙
の
よ
う
に
、
日
本
人
に
し
か
理
解
で
き
な
い
特
殊
な
伝
統
的
世

界
に
閉
じ
こ
も
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
広
が
り
を

持
っ
た
、
開
か
れ
た
「
美
術
」（
当
時
は
芸
術
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
）

と
し
て
の
俳
句
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
神
林
恒
道
『
近
代
日
本
「
美
学
」
の
誕
生
』

�

平
成
十
八
年
三
月　

講
談
社
学
術
文
庫
）

こ
の
時
代
の
状
況
を
志
田
義
秀
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

俳
句
が
新
文
学
者
に
文
学
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
に
至
ら
な

か
っ
た
当
時
に
於
い
て
、
子
規
が
先
ず
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
、
俳
句
を
陣
套
か
ら
脱
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
又
人
々
に
俳
句

に
対
す
る
文
学
と
し
て
の
自
覚
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
「
俳
句
は
文

学
の
一
部
な
り
。
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
。
故
に
美
の
標
準
は
文
学

の
標
準
な
り
。」（
後
略
）。

　
「
一
般
に
俳
句
と
他
の
文
学
と
を
比
し
て
優
劣
あ
る
な
し
」
と
か
、

彼
は
こ
れ
程
の
事
を
声
を
大
に
し
て
叫
ば
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
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（
志
田
義
秀
『
現
代
俳
句
』
岩
波
講
座

�

「
日
本
文
学
」
昭
和
六
年
十
二
月
）

こ
の
記
述
か
ら
は
、
子
規
が
俳
句
を
文
学
と
し
て
世
の
人
々
に
認
知
さ
せ
る

こ
と
の
困
難
な
状
況
が
強
く
伝
わ
る
。
こ
う
し
た
指
摘
を
考
え
る
と
、
子
規
は

鷗
外
が
「
し
が
ら
み
草
紙
」
に
掲
載
し
た
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
を
読
め
な
か
っ
た

こ
と
を
理
由
に
、「
再
び
審
美
書
を
手
に
せ
ざ
り
き
」
と
い
う
言
葉
通
り
で
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
俳
句
革
新
に
於
け
る
新
し
い
「
俳
句

の
標
準
」「
美
の
標
準
」（
事
実
こ
の
、「
○
○
の
標
準
」
は
鷗
外
が
多
用
し
て

い
る
言
葉
で
あ
る
）
を
模
索
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
学
に
興
味
を
持
ち
続
け

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
子
規
は
、
明
治
三
十
五
年
、
森
林
太
郎　

大
村
西

崖
同
編
の
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
の
翻
訳
「
審
美
綱
領
」
を
読
ん
で
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

　
「
病
床
六
尺
」（
七
十
八
）
に
於
い
て
実
感
假
感
と
い
ふ
語
の
定
義
に

就
い
て
疑
を
述
べ
て
置
い
た
が
、
其
の
後
「
審
美
綱
領
」
と
い
ふ
書
を

見
た
ら
假
情
と
い
ふ
事
を
説
明
し
て
あ
る
、
こ
れ
が
大
か
た
前
に
い
ふ

た
假
感
に
當
つ
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
こ
れ
に
は
「
美
な
る
感

情
を
名
づ
け
て
假
情
と
い
ふ
」
と
規
定
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
假
情
と
い

ふ
語
の
定
義
に
就
い
て
は
別
に
論
ず
べ
き
余
地
は
無
い
。
若
し
論
ず
る

な
ら
ば
「
美
な
る
感
情
」
に
就
い
て
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
（
略
）。

　

此
「
審
美
綱
領
」
と
い
ふ
書
を
少
し
読
み
て
見
た
る
に
余
り
簡
単
な

る
た
め
と
訳
語
の
聞
き
慣
れ
ぬ
た
め
と
に
て
分
り
に
く
い
處
が
多
い
が
、

斯
く
簡
単
に
、
無
駄
な
く
順
序
立
ち
て
書
い
て
あ
る
文
は
世
間
に
は
少

な
い
方
で
は
な
は
だ
気
持
ち
が
良
い
。

�

（「
病
床
六
尺　

九
十
五　

八
月
十
五
日
」）

子
規
の
西
洋
美
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
松
井
利
彦
の
「
子
規
と
西
洋
」、『
正

岡
子
規
』（
昭
和
四
十
二
年
一
月　

桜
楓
社
）
や
、
松
井
貴
子
氏
の
『
写
生
の

変
容
―
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
か
ら
子
規
、
そ
し
て
直
也
へ
』（
平
成
十
四
年
二
月　

明
治
書
院
）
等
に
詳
し
い
が
、
そ
う
し
た
流
れ
と
は
ま
た
別
に
、
子
規
の
身
近

に
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
川
四
明
こ
と
「
霞
城
山
人
譯
」
の
「
美
術

家
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
新
聞
掲
載
で
あ
る
か
ら
よ
り

多
く
の
読
者
が
、
西
洋
の
新
し
い
知
識
と
し
て
「
美
術
家
」
を
読
ん
だ
と
思
わ

れ
る
。
子
規
は
何
事
に
依
ら
ず
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
旺
盛
な
知
識
欲
を
以
て
新

し
い
情
報
を
吸
収
し
、
自
ら
を
育
て
な
が
ら
新
聞
『
日
本
』
に
俳
論
、
評
論
を

書
き
続
け
る
の
で
、
明
治
二
十
一
年
頃
に
於
い
て
は
ま
だ
非
常
に
珍
し
い
ド
イ

ツ
美
学
の
翻
訳
で
あ
る
か
ら
、「
美
術
家
」
は
子
規
が
興
味
を
も
っ
て
読
ん
だ

と
思
わ
れ
る
。

子
規
は
こ
こ
で
「
美
術
家
」（
芸
術
家
）
の
、
四
明
の
言
葉
で
い
う
「
本
領
」

を
あ
る
程
度
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
和
歌
の
下
に
あ
る
と
考
え
て
い
た

俳
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
家
の
特
性
に
よ
っ
て
平
等
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
、

各
種
芸
術
の
、
詩
歌
の
中
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
信
を
も
っ
て
「
俳
句
は

文
学
で
あ
る
」
と
、
俳
句
文
学
論
を
宣
言
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
明
治
二
十
二
年
の
「
美
術
家
」
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
の
「
俳
諧

大
要
」「
俳
句
の
標
準
」
ま
で
は
六
年
の
時
間
経
過
が
あ
り
、
子
規
の
人
生
に

は
ま
た
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
九
月
、
文
科
大
学
哲
学
科

入
学
、
二
十
四
年
一
月
、
国
文
科
へ
の
転
科
出
願
、
二
十
五
年
一
月
、
小
説

「
月
の
都
」
の
執
筆
と
挫
折
、
詩
人
に
な
る
決
意
。
母
、
妹
と
の
同
居
、
十
二

月
新
聞
『
日
本
』
へ
の
入
社
。
二
十
六
年
三
月
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
中
退
。

二
十
七
年
二
月
、
新
聞
『
日
本
』
発
行
停
止
対
策
の
た
め
の
『
小
日
本
』
発
行

の
編
集
責
任
者
と
、
七
月
廃
刊
に
よ
る
挫
折
、
な
ど
の
紆
余
曲
折
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
二
十
八
年
の
日
清
戦
争
従
軍
に
よ
る
鷗
外
と
の
出
会
い
と
、
喀

血
療
養
、
松
山
で
の
漱
石
と
の
生
活
な
ど
を
経
験
し
、
子
規
は
次
第
に
西
洋
の

美
学
を
受
容
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
子
規
な
り
に
咀
嚼
し
論
述
し
た
子
規
の
俳

論
書
が
「
俳
諧
大
要
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

子
規
は
、
明
治
二
十
七
年
『
小
日
本
』
の
挿
絵
画
家
と
し
て
出
合
っ
た
中
村

不
折
か
ら
、
西
洋
絵
画
の
写
生
を
学
ぶ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
子
規
の
論
述
に

は
四
明
の
「
美
術
家
」
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
明
は
「
美
術
家
」
の
序
文
に
あ
た
る
部
分
の
後
半
に
「
美
術
家
」
を
書
く

動
機
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
の
一
篇
は
美
術
家
の
本
領
を
、
通
俗
的
に
論
じ
た
る
も
の
に
て
世
に
少

補
な
き
に
あ
ら
ず
、
故
に
訳
し
て
読
者
の
劉
覧
に
供
す
る
こ
と
ゝ
せ
り
」。

つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
美
術
家
」（
芸
術
家
）
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
る
の
か
を
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
通
俗
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ

る
と
言
う
。

以
下
に
四
明
の
「
美
術
家
」
を
◎
印
で
、
子
規
の
「
俳
諧
大
要
」
を
▽
印
で

並
べ
て
み
る
。

四
明
「
美
術
家
」（
芸
術
家
・
以
下
同
じ
）

◎�

美
術
家
に
種
々
あ
る
が
如
く　

又
各
美
術
家
に
種
々
の
方
向
あ
る
が

如
く　

美
術
家
の
天
性
も
亦
頗
る
種
々
な
る
を
知
る
。

則
ち
甲
は
建
築
の
事
に
適
し　

乙
は
絵
画
の
事
に
巧
み
に　

丙
は
詩

学　

丁
は
音
楽　

戊
は
又
彫
刻
に
妙
な
る
如
き
是
な
り
。

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
）

子
規
「
俳
諧
大
要
」

▽�

俳
句
は
文
学
の
一
部
な
り
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
故
に
美
の
標
準

は
文
学
の
標
準
な
り
文
学
の
標
準
は
俳
句
の
標
準
な
り
則
ち
絵
画
も

彫
刻
も
音
楽
も
演
劇
も
詩
歌
小
説
も
皆
同
一
の
標
準
を
も
つ
て
論
評

し
得
べ
し
（
第
一
俳
句
の
標
準
）

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
）

芸
術
家
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
天
分
に
応
じ
て
様
々
な
能
力
を
有
し
て
い
る
。
そ

れ
は
例
え
ば
、
四
明
の
言
う
建
築
、
絵
画
、
詩
学
、
音
楽
、
彫
刻
で
あ
り
、
子

規
の
言
う
絵
画
、
彫
刻
、
音
楽
、
演
劇
、
詩
歌
小
説
で
あ
る
。
芸
術
家
は
各
々

の
天
分
を
生
か
し
、
美
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
る
。
俳
句
は
「
詩
」
で
あ
る
か

ら
詩
学
、
詩
歌
に
含
ま
れ
る
芸
術
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
他
の
芸
術
と
同
等
で

あ
る
。
子
規
は
四
明
の
「
美
術
家
」
で
芸
術
の
種
類
を
理
解
し
、
こ
れ
に
「
同
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一
の
標
準
を
も
つ
て
論
評
し
得
べ
し
」
と
自
ら
の
考
え
を
重
ね
て
い
る
。
四
明

の
「
美
術
家
」
に
は
子
規
の
「
俳
諧
大
要
」
で
印
象
的
な
「
俳
句
の
標
準
」

「
美
の
評
準
」
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
「
○
○
の
標
準
」
は
鷗
外
が
、
坪
内
逍

遥
と
の
「
没
理
想
論
争
」（
一
八
九
一
）
で
用
い
一
挙
に
有
名
に
な
っ
た
言
葉

で
あ
る
。
子
規
は
明
治
二
十
八
年
従
軍
し
金
州
で
鷗
外
に
出
会
い
、
例
え
ば
鷗

外
の
「
判
断
を
下
す
に
は
標
準
が
い
る
。
標
準
を
立
て
れ
ば
最
早
少
な
く
と
も

一
種
の
芸
術
観
が
生
ず
る
」（「
月
草
」
一
八
九
六
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
聞

き
「
俳
句
の
標
準
」「
美
の
標
準
」
を
も
っ
て
、
俳
句
を
文
学
と
し
て
高
め
よ

う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四
明
「
美
術
家
」

◎�

美
術
家
が
内
界
の
画
像
則
ち
意
匠
を
表
彰
す
る
の
に
必
要
欠
く
可
か

ら
ざ
る
も
の
は
実
に
美
心
と
想
像
力
と
工
業
的
の
能
力
と
此
の
三
者

な
り
。
故
に
唯
美
心
を
有
し
て
他
を
有
せ
ざ
る
も
の
は
批
評
家
た
る

に
過
ぎ
ず
唯
想
像
力
を
有
す
る
者
は
想
像
家
た
る
に
過
ぎ
ず
唯
制
作

の
能
力
を
有
す
る
も
の
は
一
個
の
職
人
た
る
に
過
ぎ
ず
。

◎�

一
人
は
現
実
的
に　

一
人
は
理
想
的
に　

ま
た
一
人
は
形
の
定
律
あ

る
も
の
に
適
し　

他
の
一
人
は
想
像
的
小
説
的
に
恰
好
な
る
稟
性

（
天
性
―
論
者
注
）
あ
る
の
類
其
異
同
少
し
と
せ
ず　

要
す
る
に
美

術
家
の
天
性
た
る
皆
趣
味
と
想
像
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
）

子
規
「
俳
諧
大
要
」

▽�

そ
の
人
の
稟
性
に
お
い
て
進
歩
の
方
法
順
序
に
お
い
て
相
違
あ
る
が

た
め
に
発
達
す
る
部
分
に
程
度
の
相
異
あ
る
を
免
れ
ず
、
例
え
ば
甲

は
意
匠
の
点
に
お
い
て
発
達
し
た
る
も
言
語
こ
れ
に
副
は
ず
、
乙
は

言
語
の
点
に
お
い
て
発
達
し
た
る
も
意
匠
こ
れ
に
副
は
ず
、
丙
は
雅

趣
を
解
し
て
繊
巧
を
解
せ
ず
、
丁
は
繊
巧
を
解
し
て
壮
大
を
解
せ
ざ

る
ご
と
き
こ
れ
な
り
（
第
六
修
学
第
二
期
）

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
）

美
術
家
の
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
稟
性
（
天
性
）
は
様
々
な
の
で
、
そ
の
進
歩

や
順
序
に
差
異
が
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
芸
術
家
は
皆
、
そ
の
天
性

に
応
じ
て
趣
味
や
想
像
力
を
有
し
、
優
れ
た
作
品
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
美
術
家
」
は
美
心
と
想
像
力
を
合
わ
せ
た
意
匠
、
繊
巧
な
技
能
を

併
せ
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

四
明
「
美
術
家
」

◎�

唯
模
造
に
巧
み
な
る
美
術
家
は　

自
由
創
造
の
機
能
無
く
発
明
の
性

質
無
し　

然
り
と
雖
も
彼
に
附
与
せ
ら
れ
た
る
目
前
の
物
を
美
術
的

に
感
覚
し　

之
に
生
命
を
与
え
且
つ
手
芸
の
能
力
を
以
て　

現
実
に

表
彰
す
る
の
想
像
力
を
有
せ
り　

美
術
家
に
あ
ら
ず
と
い
う
可
か
ら

す
。�

（『
日
本
』
明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
）

子
規
「
俳
諧
大
要
」

▽�

古
句
を
半
分
く
ら
い
盗
み
用
う
る
と
も
半
分
だ
け
は
新
し
く
ば
苦
し

か
ら
す
、
時
に
は
古
句
中
の
好
材
料
を
取
り
来
り
て
自
家
の
用
に
供
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す
べ
し
、
あ
る
い
は
古
句
の
調
に
擬
し
て
調
子
の
変
化
を
も
悟
る
べ

し
（
第
五
修
学
第
一
期
）�

（『
日
本
』
明
治
二
十
八
年
十
一
月
九
日
）

▽�
古
人
す
で
に
俳
句
を
言
い
尽
せ
り
や
と
疑
う
、
こ
れ
平
等
を
見
て
差

別
を
見
ざ
る
の
み
、
試
み
に
今
一
歩
を
進
め
よ
、
古
人
は
何
ゆ
え
に

こ
の
好
題
目
を
遺
し
て
乃
公
（
男
子
の
自
称
―
論
者
注
）
に
付
与
し

た
る
か
怪
む
べ
し
（
第
五　

修
学
第
一
期
）

�

（『
日
本
』
明
治
二
八
・
一
一
・
九
）

模
造
、
或
い
は
盗
み
用
い
る
と
い
っ
て
も
、
先
行
す
る
作
品
を
踏
ま
え
、
新

し
い
創
造
に
向
か
う
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
中
川
四
明
の
「
美
術
家
」
は
、
審
美
学
に
熱
中
す
る
子
規
を
さ
ら
に

押
し
進
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
美
術
家
」
に
は
次
の
よ
う

な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
、
美
術
家
（
芸
術
家
）
の
す
ば
ら
し
さ
を
讃
え
て
い
る
。

完
全
な
る
美
術
家
は
常
に
原
造
的
の
作
品
を
産
出
し
、
そ
の
作
物
の
中

に
は
其
観
察
其
感
情
或
は
其
性
癖
或
は
其
人
間
の
理
會
世
界
の
理
會
に

従
ひ
其
形
と
其
象
と
を
表
彰
す
る
に
他
の
衆
人
の
有
す
る
よ
り
は
遙
か

に
多
量
の
能
力
を
有
す
る
者
た
り
。
大
美
術
家
と
称
す
る
者
に
至
て
は

常
に
新
動
力
を
有
し
新
方
向
を
有
し
新
理
想
を
有
し
て
他
を
感
動
し
、

他
を
薰
化
し
、
以
て
新
時
代
を
開
く
非
凡
の
人
傑
た
り

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日
）

四
明
は
「
美
術
家
」
を
、
新
聞
読
者
で
あ
る
一
般
の
人
々
を
対
象
に
丁
寧
に

論
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
ハ
ル
ト
マ
ン
美
学
」
に
憧
れ
な
が
ら
も
理
解
で

き
な
い
子
規
に
と
っ
て
、「
芸
術
家
の
本
領
を
解
り
や
す
く
解
説
す
る
」
と
い

う
四
明
の
「
美
術
家
」
は
美
学
の
入
門
書
と
し
て
、
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
子
規
は
俳
句
の
革
新
運
動
を
志
し
、
俳
句
の
近
代
化
を
推

進
す
る
過
程
に
お
い
て
、
四
明
が
い
ち
早
く
新
聞
『
日
本
』
に
紹
介
し
た
ド
イ

ツ
美
学
の
翻
訳
「
美
術
家
」
に
触
発
さ
れ
、
そ
の
主
張
を
も
導
入
し
て
、
自
ら

の
論
述
に
役
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
四
明
に
と
っ
て
も
、
後
日
「
日
本
派
」
の
子
規
の
俳
句
の
伝
播
に
尽
力

す
る
、
そ
の
行
動
の
源
に
な
っ
た
考
え
方
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
美
術
家
」
に

出
て
い
る
。

天
稟
に
美
術
の
才
あ
る
も
熱
心
を
以
て
其
芸
術
を
練
習
す
る
も
尚
ほ
一

美
術
家
の
外
界
に
其
力
を
発
達
せ
し
む
る
に
頗
る
大
切
な
も
の
な
り
。

何
の
謂
そ
、
其
時
勢
是
な
り
、
其
時
代
是
な
り
此
の
時
代
時
勢
が
美
術

家
に
向
て
雨
露
を
恵
み
幸
福
を
與
へ
其
技
倆
を
切
磋
す
る
の
機
会
を
得

し
め
さ
る
可
か
ら
す
。（
略
）
必
要
な
る
は
世
人
が
其
技
倆
を
知
り
賛

美
の
日
光
を
送
り
て
花
を
咲
か
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
美
術
家
の
霊
魂

は
恰
も
植
物
の
如
し
、
世
人
の
鑑
識
承
認
は
恰
も
太
陽
の
如
し
。
世
人

に
て
明
識
無
き
時
は
美
術
家
の
植
物
は
恰
も
尚
ほ
暗
黒
の
中
に
在
る
が

如
し
彼
れ
空
し
く
死
色
を
呈
し
萎
し
て
伸
び
ず
。
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ど
ん
な
に
天
稟
の
才
能
が
有
っ
て
も
、
そ
の
時
勢
そ
の
時
代
に
恵
ま
れ
な
け

れ
ば
、
そ
の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
時
代
時
勢
が
美
術
家
に

雨
露
を
恵
み
、
賛
美
の
太
陽
を
送
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
い
う
「
美
術
家
」
の
言
葉
は
、
世
の
中
の
価
値
観
が
一
変
す
る

明
治
維
新
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
四
明
の
実
感
で
も
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
こ
で
四
明
が
子
規
の
俳
論
に
言
及
し
て
い
る
一
文
が
あ
る
の
で
挙

げ
て
お
き
た
い
。
明
治
四
十
四
年
四
月
二
十
三
日
、
博
文
館
か
ら
刊
行
し
た
中

川
四
明
の
『
觸
背
美
学
』
で
あ
る
。
同
誌
は
副
題
に
「
一
名
新
俳
諧
美
学
」
と

あ
る
の
で
、『
俳
諧
美
学
』（
明
治
三
十
九
年　

博
文
館
）
の
続
編
で
も
あ
る
。

目
次
は
次
の
八
章
か
ら
な
る
。

「
第
一
誘
引
」・「
第
二
観
照
（
形
似
）
の
幻
想
（
上
）」・「
第
三
観
照
（
形

似
）
の
幻
想
（
下
）」・「
第
四
感
情
及
情
趣
（
神
韻
）
の
幻
想
」・「
第
五

力
及
び
動
（
生
動
）
の
幻
想
」・「
第
六
非
藝
術
の
幻
想
」・「
第
七
半
藝
術

の
幻
想
」・「
第
八
自
然
の
観
照
」。

こ
の
「
第
五
力
及
び
動
（
生
動
）
の
幻
想
」
の
中
で
四
明
は
「（
十
四
）
子

規
の
神
韻
體
」
と
い
う
項
目
を
設
定
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
子
規
の
神
韻
體
」
と
は
、
子
規
が
明
治
二
十
九
年
一
月
七
日
か
ら
新
聞

『
日
本
』
に
掲
載
し
た
「
俳
句
二
十
四
體
」
の
中
の
「
神
韻
體
」
で
あ
る
。
先

ず
そ
の
「
二
十
四
體
」
を
挙
げ
る
。

眞
率
體
・
即
興
體
・
即
景
體
・
音
調
體
・
擬
人
體
・
広
大
體
・
雄
壯
體
・

勁
抜
體
・
雅
僕
體
・
艶
麗
體
・
繊
細
體
・
滑
稽
體
・
奇
警
體
・
妖
怪
體
・

祝
賀
體
・
悲
傷
體
・
流
暢
體
・
佶
屈
體
・
天
然
體
・
人
事
體
・
主
観
體
・

客
観
體
・
繪
畫
體
・
神
韻
體

こ
こ
で
子
規
は
全
て
を
簡
略
に
解
説
し
、
自
作
の
句
を
十
句
前
後
例
句
と
し

て
示
し
て
い
る
。「
神
韻
體
」
は
最
後
で
十
二
句
を
例
示
す
る
。
四
明
は
そ
の

子
規
の
解
説
を
取
り
上
げ
て
さ
ら
に
初
心
者
に
わ
か
り
や
す
く
「
神
韻
體
」
を

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
四
明
は
「
獺
祭
書
屋
俳
話
に
、
俳
句
二
十
四
體

あ
り
。
此
の
體
別
の
可
否
は
敢
え
て
茲
に
論
す
る
の
用
な
し
、
唯
其
の
神
韻
體

と
い
ふ
に
」
と
し
て
子
規
の
解
説
を
挙
げ
る
。

（
十
四
）　

子
規
の
神
韻
體

即
か
ず
離
れ
ず
実
な
ら
ず
虚
な
ら
ず
主
観
な
ら
ず
客
観
な
ら
ず
之
を

神
韻
體
と
い
ふ
。
故
に
此
の
體
に
は
主
客
両
観
を
区
別
し
難
き
も
の
、

二
事
二
物
の
関
係
明
か
な
ら
ぬ
も
の
多
し
、
主
と
す
る
所
只
だ
精
神

韻
致
（
上
品
で
風
雅
な
趣
―
論
者
註
）
の
み
。

と
あ
る
は
、
力
及
び
動
の
幻
想
の
本
体
を
説
破
し
た
る
も
の
と
謂
ふ

も
不
可
な
し
。

と
し
た
後
、
子
規
が
あ
げ
た
十
二
句
か
ら
八
句
を
あ
げ
、
そ
の
中
の
「
花
散
り

て
～
」
の
句
を
取
り
上
げ
て
、
補
足
の
解
説
を
し
て
い
る
。
教
師
で
あ
っ
た
四

明
は
折
り
に
触
れ
て
子
規
を
支
え
、
育
て
る
と
い
う
意
識
が
見
え
る
。（
此
処

で
は
三
句
を
掲
載
）
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永
き
日
を
蝦
夷
の
草
原
田
と
も
な
ら
ず

花
散
り
て
水
は
南
へ
流
れ
け
り

藪
寺
や
筍
伸
び
る
経
の
聲

　

俳
句
の
主
観
客
観
は
吟
じ
て
（
又
読
で
）
眼
（
心
眼
）
に
視
え
る

も
の
と
見
え
ぬ
も
の
と
に
て
別
つ
が
一
番
初
学
者
に
便
利
で
あ
る
。

眼
に
視
え
る
も
の
は
総
て
客
観
で
、
見
え
ぬ
も
の
は
総
て
主
観
と
心

得
る
が
宣
い
。
例
へ
ば
子
規
の
「
花
散
り
て
水
は
南
へ
流
れ
け
り
」

の
句
で
、
眼
に
視
え
る
も
の
は
花
と
水
で
あ
ら
う
、
處
で
散
る
と
流

れ
る
と
云
ふ
動
詞
が
あ
る
、
動
詞
は
総
て
物
を
動
か
す
言
葉
で
あ
る

か
ら
、
視
え
る
と
も
い
へ
る
が
、
其
の
視
え
る
も
の
は
花
と
水
と
で

散
る
流
る
ゝ
と
い
ふ
の
は
水
と
花
と
を
除
い
て
は
見
え
な
か
ら
う
。

何
か
物
が
あ
つ
て
こ
そ
、
其
の
動
き
が
見
え
る
の
で
あ
る
、
物
が
無

か
つ
た
ら
何
も
見
え
な
い
、
そ
れ
で
総
て
動
き
と
い
ふ
も
の
は
、
之

を
両
観
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

�

（
中
川
重
麗
著
『
觸
背
美
学
』
明
治
四
十
四
年
四
月　

博
文
館
）

初
学
者
に
対
し
、「
眼
に
視
え
る
も
の
は
総
て
客
観
で
、
見
え
ぬ
も
の
は
総

て
主
観
と
心
得
る
が
よ
い
」

と
し
、「
動
き
と
い
ふ
も
の
は
、
之
を
両
観
と
す
る
の
で
あ
る
」
は
驚
く
ほ
ど

分
か
り
や
す
い
。
初
心
者
に
と
っ
て
は
有
効
な
教
え
で
あ
ろ
う
。
で
は
こ
の

「
二
十
四
體
」
の
中
の
子
規
の
主
観
體
、
客
観
體
を
み
る
。

主
観
體

主
観
體
は
天
然
と
人
事
と
に
関
わ
ら
ず
作
者
の
意
志
感
情
を
現
は
し
た

る
を
言
ふ
。
作
者
の
知
識
に
よ
り
て
あ
る
物
の
関
係
を
定
め
是
非
を
判

じ
た
る
が
如
き
も
主
観
な
り
。
他
の
心
中
を
推
し
測
り
た
る
も
亦
然
り
。

（
子
規
例
句
一
二
句
中
三
句
選
出
・
論
者
）

福
寿
草
貧
乏
草
も
あ
ら
ま
ほ
し

行
く
秋
の
わ
れ
に
神
無
し
佛
無
し

冬
籠
り
長
生
き
せ
ん
と
思
ひ
け
り

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
）

客
観
體

客
観
體
は
天
然
と
人
事
と
に
関
わ
ら
ず
客
観
に
見
た
る
を
い
ふ
。
即
ち

作
者
の
意
見
判
断
等
を
交
え
ざ
る
も
の
な
り
。（
子
規
例
句
一
二
句
中

三
句
選
出
・
論
者
）

水
底
に
魚
の
影
さ
す
春
日
か
な

春
の
山
重
な
り
合
ふ
て
皆
丸
し

落
ち
葉
し
て
塔
よ
り
低
き
銀
杏
か
な

�

（『
日
本
』
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
）

子
規
の
「
俳
句
二
十
四
體
」
の
『
日
本
』
掲
載
は
、
明
治
二
十
九
年
一
月
七

日
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
二
十
九
年
一
月
三
日
、
子
規
庵
に
於
い
て
新
年

の
初
句
会
が
行
わ
れ
、
森
鷗
外
と
夏
目
漱
石
も
参
加
し
て
、
明
治
の
文
豪
三
人
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が
句
座
を
共
に
し
た
画
期
的
な
出
会
い
の
直
後
で
あ
つ
た
。

鷗
外
よ
り
子
規
宛
書
簡
（
推
定
明
治
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
）
に
「
日
本

諸
體
日
々
お
も
し
ろ
く
拝
見
仕
候
」
と
見
え
る
の
で
、
鷗
外
が
興
味
を
も
っ
て

子
規
の
「
俳
句
二
十
四
體
」
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
因
み
に

『
俳
句
二
十
四
體
』、「
神
韻
體
」
の
『
日
本
』
掲
載
は
四
月
二
十
一
日
で
あ
る
。

同
時
代
を
生
き
た
四
明
も
鷗
外
も
新
聞
『
日
本
』
を
読
み
、
子
規
の
俳
論
を

日
々
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
子
規
の
例
句
は
主
観
體
と
客
観
體
に
つ
い
て
の
四
明
の
解
説
す
る

「
目
に
見
え
ぬ
も
の
」
と
「
目
に
視
え
る
も
の
」
の
特
色
と
違
い
を
、
鮮
や
か

に
示
し
て
解
説
文
を
補
っ
て
い
る
。

こ
の
的
確
な
例
句
を
み
て
驚
く
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
中
川
四
明
の
、
美
学
書
『
俳
諧
美
学
』
は
、
ま
さ
に
此
の
方
法
で
執

筆
さ
れ
た
美
学
書
な
の
で
あ
る
。
四
明
は
凡
例
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一　

�

本
書
題
し
て
平
言
俗
語
、
俳
諧
美
学
と
い
ふ
。
其
の
意
味
、
猶
俳
句

を
持
つ
て
振
り
仮
名
と
な
し
た
る
一
種
の
美
学
と
い
ふ
が
如
し
。
要

は
、
務
め
て
通
俗
的
に
審
美
学
の
大
意
を
説
く
に
在
り
。

『
俳
諧
美
学
』
と
題
す
る
こ
の
本
は
西
洋
の
難
し
い
美
学
を
、
日
本
人
が
古

来
よ
り
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
「
俳
句
を
持
つ
て
振
り
仮
名
と
な
し
た
る
一
種
の

美
学
と
い
ふ
が
如
し
」
と
い
ふ
。
要
は
な
る
べ
く
解
り
や
す
く
、
審
美
学
の
大

意
を
解
説
し
た
書
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

一　

�

さ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
独
り
俳
諧
を
学
べ
る
人
の
為
な
ら
ず
、

美
学
を
修
め
ん
と
欲
す
る
人
の
為
に
も
、
卑
き
よ
り
高
き
に
登
る
階

梯
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
て
、
世
既
に
美
学
の
書
少
な
か
ら
ざ

る
も
多
く
は
議
論
高
尚
に
し
て
解
し
易
か
ら
ず
、
文
章
平
易
な
ら
ず

し
て
読
む
に
苦
し
む
。
是
れ
豈
斯
学
の
普
及
を
計
る
道
な
ら
ん
や
。

し
た
が
っ
て
こ
の
本
の
目
的
は
、
俳
句
を
学
ぶ
人
の
為
だ
け
で
な
く
、
美
学

を
学
ぼ
う
と
す
る
人
の
為
に
も
、
低
い
所
か
ら
高
く
登
る
階
梯
で
あ
り
た
い
と

す
る
も
の
で
、
世
の
中
に
は
既
に
美
学
の
書
は
少
な
か
ら
ず
出
て
い
る
が
、
そ

の
多
く
は
議
論
高
尚
に
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
文
章
も
難
し
く

読
む
に
苦
し
む
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
斯
学
の
普
及
を
計
る
道
で
あ
ろ
う
か
（
後

略
）、
と
し
て
、
あ
え
て
通
俗
的
に
や
さ
し
く
美
学
を
語
り
、
美
学
の
知
識
の

普
及
を
計
る
も
の
だ
と
す
る
。

次
に
『
俳
諧
美
学
』
の
目
次
を
掲
載
す
る
。

「
第
一
章　

誘
引
」・「
第
二
章　

官
覚
」・「
第
三
章　

形
式
の
美
」・「
第

四
章　

本
體
の
美
」・

「
第
五
章　

交
感
の
美
」・「
第
六
章　

醜
其
の
他
の
感
覚
」・「
第
七
章　

壮
美
」・「
第
八
章　

葛
藤
」・

「
第
九
章　

悲
壮
」・「
第
十
章　

滑
稽
」。

こ
の
第
一
章
、
誘
引
の
中
に
四
明
の
主
観
、
客
観
論
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
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の
俳
句
に
よ
る
解
説
を
見
た
い
。

◎�
叙
景
の
句
は
客
観
に
し
て
、
人
情
の
句
は
主
観
な
り
。
主
観
と
は
要
す

る
に
「
我
」
の
こ
と
に
し
て
、
内
、
我
が
心
の
世
界
を
指
し
、
客
観
と

は
、
外
、
庶
物
の
世
界
を
指
す
。
主
観
客
観
は
、
猶
ほ
自
他
と
い
ふ
に

異
な
ら
ず
。

朝
顔
に
我
れ
は
飯
食
ふ
男
な
り　

芭
蕉

人
の
世
に
尻
を
す
ゑ
た
る
瓢
か
な　

蕪
村

主
観

○
「
朝
顔
に
～
」（
虚
栗
）
の
芭
蕉
句
、
句
意
「
私
は
早
寝
早
起
き
で
朝
顔
の

花
を
見
な
が
ら
飯
を
食
べ
る
男
な
の
だ
」、
と
芭
蕉
が
話
し
か
け
て
い
る
相
手

は
其
角
で
あ
る
。
其
角
が
「
草
の
戸
に
我
は
蓼
く
ふ
ほ
た
る
哉
」（
虚
栗
）
と

句
作
し
た
の
に
対
し
、
放
蕩
す
る
其
角
を
軽
く
諫
め
る
と
と
も
に
、
平
凡
な
生

き
方
の
中
に
も
俳
諧
の
道
は
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
と
も
見
ら
れ
る
。

四
明
の
、
主
観
客
観
の
主
観
句
は
、「
人
情
の
句
は
主
観
な
り
。
主
観
と
は

要
す
る
に
「
我
」
の
こ
と
に
し
て
、
内
、
我
が
心
の
世
界
を
指
し
」
と
あ
る
。

従
っ
て
引
用
の
芭
蕉
句
は
、
其
角
に
対
し
、
芭
蕉
の
心
情
を
表
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
よ
く
わ
か
る
主
観
の
句
で
あ
る
。

次
に
四
明
の
客
観
と
は
「
叙
景
の
句
」
で
あ
り
、「
客
観
と
は
、
外
、
庶
物

の
世
界
を
指
す
」
で
あ
る
。
引
用
す
る
客
観
句
を
見
る
。

客
観

○
「
人
の
世
に
～
」
の
蕪
村
句
、
句
意
は
「
騒
が
し
い
俗
世
間
に
で
ん
と
座
っ

て
い
る
瓢
の
な
り
を
見
て
い
る
と
、
俗
世
間
に
開
き
直
っ
て
尻
を
す
え
て
い
る

か
の
よ
う
だ
」
で
あ
る
。
秋
の
畑
に
収
穫
期
を
迎
え
た
大
き
な
瓢
が
で
ん
と
座

っ
て
い
る
様
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
四
明
の
語
る
客
観
の
条
件
で
あ
る

「
叙
景
の
句
」
で
あ
る
か
ら
、
屋
外
の
瓢
は
こ
こ
に
該
当
す
る
。

四
明
の
「
主
観
」「
客
観
」
の
解
説
も
、
適
切
な
芭
蕉
句
と
蕪
村
句
の
「
ふ

り
が
な
」
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
有
効
な
方
法
と
な
っ
て
い
る
。
子
規
と
四

明
が
同
じ
頃
、
ま
っ
た
く
同
じ
方
法
で
、
俳
句
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
美
学
を
解

説
し
よ
う
と
し
、
美
学
を
知
る
事
に
よ
っ
て
、
俳
句
を
文
学
と
し
て
受
容
し
、

日
本
古
来
の
伝
統
文
芸
で
あ
り
な
が
ら
「
美
」
と
い
う
共
通
概
念
に
よ
っ
て
西

洋
の
美
学
も
俳
句
も
同
じ
物
差
し
で
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し

め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

子
規
と
四
明
は
一
度
も
会
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
が
新
聞
『
日
本
』
の
先
輩

後
輩
記
者
と
し
て
、
紙
上
で
は
度
々
同
日
掲
載
も
見
ら
れ
る
。
陸
羯
南
の
信
念

の
も
と
政
治
色
の
強
い
新
聞
『
日
本
』
に
あ
っ
て
、
子
規
と
四
明
の
執
筆
す
る

文
芸
欄
が
次
第
に
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
て
い
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。

今
手
許
の
明
治
二
十
八
年
十
二
月
三
日
の
新
聞
『
日
本
』
三
面
を
見
る
と
、

上
段
は
子
規
子
の
「
俳
諧
大
要
」
修
学
第
二
期
、
二
段
目
の
「
棒
三
昧
」
も

「
地
風
升
」
な
の
で
子
規
。
三
段
目
か
ら
四
段
目
に
か
け
て
は
紫
明
樓
主
人
の

「
京
都
の
昨
今
」
で
四
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
新
聞
『
日
本
』
の
三
面
は
ほ
ぼ
文

芸
欄
で
、
そ
れ
を
子
規
と
四
明
が
担
当
し
て
い
る
。
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第
三
章　
『
小
日
本
』
発
行
と
終
刊
の
経
緯

子
規
は
明
治
二
十
五
年
十
二
月
一
日
、
日
本
新
聞
社
に
入
社
す
る
。
こ
れ
に

先
立
っ
て
子
規
の
面
接
を
し
た
古
島
は
、
学
校
を
や
め
て
「
俳
句
を
や
る
」
と

い
う
子
規
に
対
し
、「
丁
度
そ
の
頃
、
新
聞
は
国
粋
保
存
を
唱
え
、
欧
化
主
義

に
反
対
し
て
い
る
時
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
復
古
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
こ
と
は
面

白
そ
う
だ
と
考
え
た
」
と
い
う
（「
一
老
政
治
家
の
回
想
」『
中
央
公
論
』）。
つ

ま
り
必
ず
し
も
、
子
規
の
叔
父
、
加
藤
拓
川
に
頼
ま
れ
た
か
ら
だ
け
の
理
由
で

は
な
く
、
新
聞
社
側
の
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

子
規
が
新
聞
『
日
本
』
に
「
獺
祭
書
屋
俳
話
」
連
載
途
中
の
九
月
一
日
、
新

聞
『
日
本
』
が
発
行
停
止
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
と
き
、
古
島
か
ら
「
お
い
何

か
一
句
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
即
座
に
「
君
が
代
も
二
百
十
日
は
荒
れ
に
け

り
」
と
返
し
た
こ
と
を
、
古
島
は
非
常
に
感
服
し
た
と
書
い
て
い
る
。（
古
島

一
念
「
日
本
新
聞
に
於
け
る
正
岡
子
規
君
」、『
子
規
言
行
録
』）
子
規
の
風
刺

の
効
い
た
一
句
で
あ
っ
た
。

子
規
が
社
員
と
し
て
新
聞
『
日
本
』
に
出
社
し
た
そ
の
前
日
、
軍
艦
千
島
が

沈
没
し
溺
死
者
七
十
四
人
と
あ
る
。
子
規
の
入
社
後
初
め
て
の
句
「
も
の
の
ふ

の
河
豚
に
く
は
る
ゝ
悲
し
さ
よ
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
当
時
の
子
規
は
古
島
に
求

め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
記
者
と
し
て
こ
う
し
た
軽
妙
な
風
刺
の
句
を
詠
ん
で
い
た
。

翌
二
十
六
年
二
月
三
日
、
新
聞
『
日
本
』
の
代
替
紙
『
大
日
本
』
紙
上
に

「
俳
句
時
評
」
を
創
設
し
て
、
鳴
雪
、
碧
梧
桐
、
虚
子
な
ど
の
俳
句
を
掲
載
、

こ
れ
が
日
本
派
俳
句
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。「
そ
の
こ
ろ
の
新
聞
は
議
論
ば
か

り
で
、
社
会
的
な
記
事
な
ど
は
無
か
つ
た
か
ら
、
読
者
に
も
好
評
で
あ
つ
た
」

と
古
島
は
言
う
。
そ
し
て
子
規
は
三
月
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
中
退
し
た
。

一
方
、
四
明
が
入
社
し
て
い
た
京
都
の
『
日
出
新
聞
社
』
に
、
明
治
二
十
五

年
の
暮
れ
巌
谷
小
波
が
入
社
す
る
。
小
波
の
「
先
生
の
処
女
作
」（『
懸
葵
』
第

十
四
巻
第
五
号　

故
中
川
四
明
翁
追
悼
号
）
は
、
当
時
の
小
波
か
ら
見
た
四
明

を
伝
え
て
い
る
。

　

初
め
て
知
つ
た
先
生
は
、
独
逸
語
学
者
の
先
輩
と
し
て
ゞ
あ
つ
た
。
其

頃
の
先
生
は
、
一
方
語
学
の
教
師
と
し
て
、
一
方
雑
誌
（
學
海
の
指
針
）

の
主
筆
と
し
て
、
当
時
学
生
で
あ
っ
た
私
等
と
は
、
元
よ
り
同
席
の
談
は

出
来
な
い
位
で
あ
つ
た
。
然
る
に
其
の
後
明
治
二
十
五
年
の
暮
、
私
は
日

出
新
聞
の
記
者
と
し
て
京
都
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
つ
て
か
ら
、
恰
も
同

社
に
居
ら
れ
た
先
生
と
不
思
議
に
も
同
僚
た
る
の
光
栄
を
得
た
の
で
あ
る
。

知
事
殿
の
帽
子
捨
て
た
る
柳
か
な　
　
　

四
明

こ
こ
で
巌
谷
小
波
が
書
く
四
明
の
初
期
の
俳
句
は
、
子
規
が
風
刺
を
込
め
て

作
っ
た
句
、
と
同
じ
傾
向
の
新
聞
記
者
ら
し
い
一
句
で
あ
る
。

君
が
代
も
二
百
十
日
は
荒
れ
に
け
り　
　
　
　

子
規

（
二
百
十
日
の
嵐
の
よ
う
に
、
日
本
の
上
層
部
も
荒
れ
狂
っ
て
発
行

停
止
と
い
う
暴
挙
に
出
て
い
る
）

も
の
の
ふ
の
河
豚
に
く
は
る
ゝ
悲
し
さ
よ　
　

子
規
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（
も
の
の
ふ
、
つ
ま
り
戦
う
こ
と
を
使
命
と
す
る
武
士
が
戦
わ
ず
し

て
む
ざ
む
ざ
海
中
の
河
豚
に
食
わ
れ
る
運
命
の
な
ん
と
い
う
悲
し
さ

だ
ろ
う
）

知
事
殿
の
帽
子
捨
て
た
る
柳
か
な　
　
　
　
　

四
明

（
何
ら
か
の
理
由
で
知
事
を
軽
く
揶
揄
し
て
い
る
）

つ
ま
り
表
面
に
出
て
い
る
言
葉
だ
け
で
な
く
、
何
か
を
語
ろ
う
と
す
る
寓
意

の
句
で
あ
る
。

古
島
が
子
規
を
『
小
日
本
』
編
集
に
推
し
た
理
由
と
し
て
、
常
識
が
あ
つ
て

偏
し
て
い
な
い
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
が
、
時
事
問
題
を
鋭
く
風
刺
す
る
俳
句

を
即
座
に
作
る
手
腕
を
認
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巌
谷
小
波
の
四

明
の
回
想
は
ま
た
次
の
よ
う
に
続
く
。

先
生
は
東
京
の
日
本
新
聞
に
関
係
が
あ
つ
て
度
々
寄
稿
さ
れ
た
縁
故
か
ら
、

例
の
俳
句
欄
へ
も
投
吟
す
る
中
に
、
忽
ち
其
堂
に
上
が
つ
て
し
ま
つ
た
。

先
生
が
日
本
派
の
鐃
将
と
し
て
、
他
日
関
西
の
雄
鎭
と
な
ら
れ
た
の
に
は

実
は
こ
う
し
た
経
路
が
あ
る
の
だ
。（
略
）

要
す
る
に
先
生
は
、
先
天
的
の
俳
人
で
あ
つ
た
の
だ
。
そ
れ
が
中
年
頃
ま

で
は
、
他
の
学
問
に
包
ま
れ
て
い
た
の
に
、
不
図
し
た
動
機
か
ら
、
丁
度

金
坑
で
も
掘
り
当
て
た
様
に
急
に
本
来
の
光
輝
を
発
射
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
明
治
大
正
の
俳
壇
の
た
め
に
大
い
に
賀
す
べ
き
事
で
あ
つ
た
。

�

（
巌
谷
小
波
「
先
生
の
処
女
作
」、『
懸
葵
』
追
悼
号
）

子
規
と
四
明
の
関
係
は
「
中
川
四
明
は
子
規
の
弟
子
」
と
さ
れ
る
の
が
通
説

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
交
流
を
見
て
い
く
と
俳
句
革
新
に
疾
走
す
る
子
規
の
志

を
大
人
の
目
で
俯
瞰
し
、
そ
の
学
識
と
経
験
を
も
っ
て
子
規
を
支
え
て
い
た
四

明
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
羯
南
が
子
規
の
存
在
そ
の
も
の
を
あ
た
た
か
く
受
け

入
れ
る
父
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
四
明
は
子
規
が
「
専
攻
す
る
」

と
語
る
「
俳
句
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
強
い
興
味
と
理
解
を
示
し
、
そ
の
志
を

支
え
補
完
し
て
く
れ
た
師
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
や
が
て
新
聞
『
日
本
』
は
度
々
発
行
停
止
と
な
る
。『
大
日
本
』（
不

定
期
刊
行
）
を
作
り
、
発
行
停
止
に
な
つ
た
ら
代
り
に
そ
れ
を
出
す
計
画
で
あ

つ
た
が
両
方
と
も
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
編
集
長
古
島
が
思

い
つ
い
た
の
が
『
小
日
本
』
で
あ
る
。

　

今
ま
で
ど
こ
を
見
渡
し
て
も
家
庭
的
な
新
聞
が
無
い
か
ら
一
家
揃
つ

て
読
め
る
よ
う
な
、
本
当
の
家
庭
新
聞
を
こ
し
ら
え
よ
う
。（
略
）
そ

し
て
編
集
に
は
正
岡
を
推
挙
し
た
。
陸
は
正
岡
に
編
集
を
全
部
委
せ
る

訳
に
い
か
ん
と
危
ん
だ
が
他
に
人
が
い
な
い
、
僕
は
毎
日
本
社
か
ら
一

時
間
ず
つ
出
て
行
つ
て
論
説
を
書
く
、
そ
れ
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

決
ま
つ
た
。
正
岡
は
大
得
意
だ
っ
た
。�

（「
一
老
政
治
家
の
回
想
」）

正
岡
子
規
の
編
集
に
よ
る
総
ル
ビ
絵
入
り
の
小
新
聞
『
小
日
本
』
は
明
治
二

十
七
年
二
月
十
一
日
に
発
行
さ
れ
た
。
一
面
に
子
規
の
小
説
「
月
の
都
」
が
出

て
い
る
。「
月
の
都
」
は
か
つ
て
子
規
が
幸
田
露
伴
に
出
版
を
願
う
が
評
価
を
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得
ら
れ
ず
、
小
説
家
の
夢
を
諦
め
た
作
品
で
あ
る
。
羯
南
や
古
島
の
温
情
が
感

じ
ら
れ
る
。
そ
の
『
小
日
本
』
は
予
想
以
上
の
出
来
で
あ
っ
た
事
を
、
古
島
は

喜
ん
で
記
し
て
い
る
。

　

新
聞
記
者
第
一
の
秘
訣
否
其
の
資
格
と
云
ふ
べ
き
も
の
は
社
会
裏
面
の

事
は
一
か
ら
十
ま
で
知
つ
て
ゐ
て
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
子

規
君
如
何
に
聡
明
な
れ
ば
と
て
此
の
上
に
於
い
て
は
不
安
で
あ
る
。
處
が

其
の
新
聞
が
出
来
て
見
る
と
誠
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
、
だ
れ
気
味
の
な

い
そ
う
し
て
品
の
よ
い
も
の
が
出
来
て
き
た
（
略
）。
君
の
一
生
は
概
し

て
不
幸
で
あ
っ
た
が
若
し
其
中
に
於
い
て
得
意
時
代
な
る
も
の
が
あ
つ
た

と
す
れ
ば
こ
の
時
こ
そ
先
ず
得
意
の
時
代
で
あ
つ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

�
（
古
島
一
雄
「
回
想
の
子
規
」）

古
島
は
子
規
の
編
集
者
と
し
て
の
能
力
、
手
際
の
良
さ
に
も
驚
い
て
い
る
の

で
、
京
都
の
四
明
と
も
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
、
四
明
も
協
力
を
快
諾
し
た
と
想

像
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
羯
南
が
心
配
す
る
よ
う
に
ま
だ
入
社
一
年
余
り
の
子
規

に
対
し
、
人
生
経
験
の
豊
富
な
四
明
は
、
古
島
の
語
る
記
者
の
資
格
「
社
会
裏

面
の
事
は
一
か
ら
十
ま
で
知
つ
て
ゐ
て
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
記
者

の
条
件
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
後
の
四
明
宛
て
子
規
書
簡
の
親

し
さ
か
ら
も
、
四
明
は
『
小
日
本
』
発
行
に
至
っ
た
新
聞
『
日
本
』
の
苦
し
い

社
内
事
情
を
良
く
理
解
し
て
子
規
に
協
力
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四
明
は
古
島
の
い
う
「
子
規
の
、
こ
の
時
こ
そ
先
ず
得
意
の
時
代
」
を
支
え

た
良
き
先
輩
で
あ
っ
た
。
ま
た
四
明
に
と
っ
て
も
、
純
粋
な
日
本
派
の
俳
人
と

し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。

四
明
は
『
小
日
本
』
創
刊
の
二
月
十
一
日
よ
り
航
海
小
説
「
貴
公
子
遠
征
」

を
連
載
。
隔
日
に
二
十
五
回
、
五
月
二
日
の
六
十
号
ま
で
子
規
を
支
え
る
よ
う

に
四
明
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
少
年
狂
言
、
投
句
も
三
回
確
認
さ
れ
る
。

し
か
し
新
聞
『
日
本
』
は
、
五
月
、
六
月
の
二
か
月
で
十
九
日
間
の
発
行
停

止
と
な
り
経
営
上
の
損
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
更
に
『
小
日
本
』
も
二
度
の
発

行
停
止
を
受
け
る
に
及
ん
で
つ
い
に
七
月
十
五
日
に
廃
刊
し
た
。
古
島
は
そ
の

苦
衷
を
書
い
て
い
る
。

　

同
時
に
『
小
日
本
』
も
発
行
停
止
を
食
ら
つ
て
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
親
も
子
も
発
行
停
止
で
食
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
半
年
足
ら
ず
し

て
没
落
し
た
。
正
岡
が
折
角
腕
を
揮
お
う
と
思
つ
て
い
た
際
だ
か
ら
非
常

に
悔
し
が
つ
た
が
、
経
済
上
立
ち
行
か
な
い
。

�

（
古
島
一
雄
「
一
老
政
治
家
の
回
想
」）

子
規
は
『
小
日
本
』
最
終
百
三
十
号
に
、
募
集
俳
句
抜
粋
と
し
て
一
三
八
句

を
あ
げ
、「
時
候
」「
人
事
」「
天
文
」「
地
理
」「
動
物
」「
植
物
」
と
、
季
題
、

類
題
別
の
項
目
に
き
ち
ん
と
分
類
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
五
月
三
十

日
に
『
小
日
本
』
の
冊
子
付
録
と
し
て
す
で
に
刊
行
し
た
小
日
本
叢
書
「
俳
句

二
葉
集　

春
の
部
」
に
続
い
て
夏
、
秋
、
冬
、
の
準
備
に
備
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。「
俳
句
二
葉
集
」
は
『
小
日
本
』
附
録
の
小
冊
子
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
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れ
こ
そ
は
、
子
規
の
日
本
派
、
最
初
の
句
集
で
あ
っ
た
。

第
四
章　

中
川
四
明
の
俳
句
実
作

論
考
の
最
後
に
、
子
規
の
『
小
日
本
』
へ
の
協
力
を
契
機
と
し
て
日
本
派
の

俳
人
と
な
り
、
や
が
て
東
の
鳴
雪
、
西
の
四
明
と
併
称
さ
れ
る
俳
人
と
し
て
活

躍
す
る
四
明
の
俳
句
を
見
た
い
。

四
明
に
は
、
明
治
四
十
三
年
五
月
発
行
の
『
四
明
句
集
』（
寸
紅
堂
）、
没
後

の
大
正
九
年
十
二
月
発
行
さ
れ
た
、
粟
津
水
棹
・
名
和
三
幹
竹
共
編
の
『
四
明

句
集
』（
京
都　

懸
葵
発
行
所
）
が
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
季
題
、
類
題
別

で
あ
る
の
で
、
制
作
年
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
点
で
新
聞
『
日
本
』

や
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
句
は
制
作
年
月
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

で
貴
重
で
あ
る
。
以
下
は
四
明
句
を
「
満
月
会
報
告
」
よ
り
五
句
、『
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
二
巻
一
号
の
「
地
方
俳
句
会
」
か
ら
一
句
を
を
鑑
賞
す
る
。
四
明
の
当

初
の
俳
号
は
「
紫
明
」
で
あ
っ
た
。

句
会
の
開
催
日
と
、
新
聞
『
日
本
』
掲
載
日
の
両
方
を
記
し
た
。
会
の
表
記

の
違
い
は
『
日
本
』
の
掲
載
に
従
う
。（
□
は
開
催
日
の
記
載
が
な
く
不
明
、

随
っ
て
『
日
本
』
掲
載
日
の
み
記
す
）

●
京
阪
俳
友
満
月
会
第
一
回
記　
（
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
句
会
）、

�

新
聞
『
日
本
』
掲
載
（
九
月
二
十
九
日　

鼠
骨
記
）

名
月
や
三
十
六
峰
な
く
も
が
な　

紫
明

○
仲
秋
の
満
月
の
夜
を
恃
ん
で
発
足
し
た
「
京
阪
俳
友
満
月
会
」、
今
ま
さ

に
大
満
月
が
中
空
を
圧
し
て
昇
る
。
今
宵
ば
か
り
は
京
都
の
自
然
美
を
代
表
す

る
、
如
意
ヶ
岳
か
ら
稲
荷
山
ま
で
の
東
山
三
十
六
峰
さ
え
も
、
無
く
て
も
よ
い

か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
満
月
で
あ
る
。
季
語
「
明
月
」
秋
。
な
お
、

こ
の
論
考
は
「
子
規
と
四
明
」
の
関
係
を
追
及
す
る
の
で
、「
京
東
山
」
と
前

書
き
の
あ
る
子
規
句
も
挙
げ
て
お
く
。「
ど
こ
見
て
も
涼
し
神
の
灯
仏
の
灯　

子
規
」
明
治
二
十
五
年
七
月
漱
石
と
訪
れ
た
京
都
で
あ
る
。

ぽ
つ
か
り
と
一
輪
高
し
海
の
月　

紫
明

○
広
々
と
遮
る
も
の
も
な
い
海
上
の
空
高
く
満
月
が
浮
か
ん
で
い
る
。「
ぽ

っ
か
り
と
」
が
月
だ
け
に
焦
点
が
あ
た
り
効
果
的
で
あ
る
。
美
し
い
海
の
月
の

光
景
が
そ
の
ま
ま
眼
前
に
見
え
る
写
生
句
で
あ
る
。
四
明
が
、
子
規
の
提
唱
す

る
写
生
句
を
踏
ま
え
た
一
句
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
ぽ
っ
か
り
」
の
用
例
に
つ

い
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
用
例
⑤
に
「
水
面
や
空
に
、
軽
々
と
浮

か
ん
で
い
る
さ
ま
を
現
す
語
」
で
、「
或
る
女
（
１
９
１
９
）〈
有
島
武
郎
〉
後

「
涙
に
美
し
く
濡
れ
て
夕
月
の
や
う
に
ぽ
っ
か
り
と
列
（
な
ら
）
ん
で
ゐ
た
」

と
あ
る
の
で
、
四
明
の
「
ぽ
っ
か
り
」
は
、
是
よ
り
二
十
四
年
も
前
の
口
語
表

現
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
季
語
「
月
」
秋

●
京
阪
俳
友
第
二
回
満
月
会

�
（
十
月
二
十
一
日
句
会
、『
日
本
』
十
月
三
十
一
日　

四
明
記
）
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ま
し
ら
鳴
く
杉
の
梢
や
後
の
月　

四
明

�

（
知
人
に
「
紫
明
」
を
譲
り
「
四
明
」
と
な
る
）

ま
し
ら
は
「
猿
」
の
異
名
、
高
い
杉
の
梢
で
猿
が
鳴
い
て
い
る
。
猿
の
声
は

杜
甫
詩
「
秋
興
八
首
」
な
ど
に
も
、
落
涙
を
催
す
も
の
と
さ
れ
る
。
其
の
猿
の

鳴
く
杉
の
梢
の
上
に
、
後
の
月
、
つ
ま
り
十
三
夜
の
月
が
出
て
い
る
。
満
月
会

設
立
か
ら
の
ひ
と
月
は
た
ち
ま
ち
過
ぎ
、
一
段
と
秋
も
深
ま
り
、
こ
の
年
の
最

後
の
観
月
で
あ
る
。
四
明
は
移
り
行
く
季
節
を
惜
し
む
哀
感
を
詠
ん
で
い
よ
う
。

季
語
「
後
の
月
」
秋

●
京
阪
俳
友
満
月
会
第
三
回
記

�

（
十
一
月
□
日
句
会
、『
日
本
』
十
一
月
二
十
五
日　

露
石
記
）

か
し
こ
み
て
句
を
奉
る
時
雨
か
な　

四
明

陰
暦
十
月
十
二
日
は
芭
蕉
の
忌
日
で
あ
る
。
芭
蕉
は
時
雨
の
風
情
を
好
み

「
初
時
雨
猿
も
小
蓑
を
ほ
し
げ
也
」（『
猿
蓑
』）
な
ど
時
雨
の
名
句
を
数
多
く
残

し
て
い
る
。
ま
た
十
月
は
時
雨
月
で
も
あ
る
の
で
、
芭
蕉
忌
は
時
雨
忌
と
も
言

う
。
四
明
も
会
員
と
共
に
時
雨
の
句
を
捧
げ
上
達
を
願
っ
て
い
る
。
季
語
「
時

雨
」
冬●

京
阪
俳
友
第
四
回
満
月
会

�

（
十
二
月
十
五
日
句
会
、『
日
本
』
十
二
月
二
十
二
日　

四
明
記
）

洋
書
に
題
す

魔
を
使
ふ
婆
帰
り
行
く
枯
野
哉　

四
明

当
時
に
し
て
は
非
常
に
新
鮮
な
題
材
の
句
で
あ
る
。
四
明
は
グ
リ
ム
童
話
の

初
期
翻
訳
「
雪
姫
の
話
」（
白
雪
姫
）
そ
の
他
を
ド
イ
ツ
語
か
ら
直
訳
し
て
い

る
。
グ
リ
ム
童
話
に
は
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
等
に
多
数
の
魔
法
使
い

の
老
婆
が
登
場
す
る
。
掲
出
句
に
は
「
洋
書
に
題
す
」
の
前
書
き
が
あ
る
の
で
、

洋
書
の
「
魔
法
使
い
」
と
日
本
古
来
の
題
で
あ
る
「
枯
野
」
の
取
り
合
わ
せ
が

斬
新
で
あ
る
。
黒
い
マ
ン
ト
が
風
に
吹
か
れ
て
遠
ざ
か
る
姿
が
見
え
る
。
四
明

が
前
掲
『
俳
諧
美
学
』
で
「
可
怖
・
怪
醜
」
の
解
説
に
例
句
と
し
て
引
用
し
た

蕪
村
句
「
草
枯
れ
て
狐
の
飛
脚
通
り
け
り
」
が
思
い
浮
か
ぶ
。
季
語
「
枯
野
・

草
枯
る
」
冬

●
栗
の
穂
の
間
に
見
ゆ
る
鳴
子
か
な　

四
明

明
治
三
十
一
年
九
月
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
東
遷
に
際
し
、
子
規
か
ら
の
協
力

依
頼
を
受
け
て
、
同
誌
第
二
巻
第
一
号
（
東
京
版
第
一
号
）
の
「
地
方
俳
句

会
」
巻
頭
に
「
京
都
通
信
」
と
し
て
掲
載
し
た
句
。

栗
の
穂
の
間
か
ら
、
鳥
を
追
う
為
に
稲
田
に
仕
掛
け
ら
れ
た
鳴
子
が
見
え
る
。

季
語
「
鳴
子
」
秋
。
鳴
子
は
長
方
形
の
板
に
竹
の
管
を
四
五
本
括
り
付
け
、
田

の
上
に
張
り
渡
し
た
縄
に
い
く
つ
も
つ
り
下
げ
て
、
遠
く
か
ら
引
い
て
音
を
立

て
ス
ズ
メ
な
ど
を
追
い
払
う
先
人
の
工
夫
で
あ
る
。
掲
句
は
子
規
が
提
唱
す
る
、

分
か
り
や
す
く
平
淡
な
叙
景
句
と
し
て
成
功
し
て
い
る
。
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四
明
は
ま
た
、
俳
句
の
一
要
素
で
あ
る
滑
稽
、
諧
謔
、
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
彼
は
そ
こ
か
ら
、
ユ
マ
ニ
ス
ム
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
と
俳
句
の
滑
稽
と

を
結
び
つ
け
、
有
情
滑
稽
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
俳
句
が
「
西
洋
文
学
に
通

じ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。（「
俳
諧
の
美
は
フ
モ
ー
ル
に

非
ざ
る
か
」、『
懸
葵
』
第
一
巻
第
一
号
―
第
三
号
）

明
治
三
十
五
年
九
月
子
規
が
亡
く
な
る
。
四
明
は
京
都
の
『
日
出
新
聞
』
に

追
悼
文
「
仲
秋
の
満
月
の
夜
」
と
追
悼
句
を
掲
載
し
て
子
規
を
悼
む
。
こ
れ
に

よ
る
と
明
治
三
十
三
年
、
子
規
か
ら
俳
友
の
「
非
無
子
」
の
手
を
経
て
写
真
が

届
い
た
、
と
い
う
。「
生
は
此
時
初
め
て
子
規
君
に
逢
ふ
た
の
で
あ
る
」
と
記

し
て
い
る
。
そ
し
て
「『
日
本
』『
小
日
本
』
で
俳
句
の
趣
味
を
解
し
、
京
都
に

も
之
を
傳
へ
た
し
、
請
ふ
隗
よ
り
の
例
に
倣
ひ
、
句
作
も
試
み
、
終
に
今
か
ら

満
六
年
前
の
仲
秋
に
満
月
会
の
初
回
を
開
い
た
の
が
濫
觴
」
で
と
、
満
月
会
の

頃
を
懐
か
し
む
。
そ
し
て
「
僅
か
十
年
の
間
に
斯
く
ま
で
に
至
ら
ん
と
は
、
蓋

し
子
規
君
自
ら
も
予
想
さ
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
の
俳
壇
今
日
あ
る

は
、
実
に
子
規
君
の
賜
で
あ
る
」
と
し
て
、
切
々
た
る
追
悼
句
を
掲
げ
て
い
る
。

月
暗
く
悲
し
や
秋
の
子
規
（
ほ
と
ゝ
ぎ
す
）　
（『
日
出
新
聞
』）

お
わ
り
に

子
規
と
四
明
は
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
新
聞
と
い
う
新
し
い
伝
達
媒
体
を
積

極
的
に
利
用
し
て
『
日
本
』
紙
上
に
親
し
い
協
力
関
係
を
築
き
、
日
本
固
有
の

伝
統
文
化
で
あ
る
俳
句
（
俳
諧
）
の
隆
盛
に
尽
く
し
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

第
一
章
で
は
、
子
規
の
「
日
本
派
の
俳
句
の
弟
子
」
と
さ
れ
る
四
明
で
あ
る

が
、
子
規
に
出
合
う
以
前
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
、
子
規
に
出
合
っ
た
と
き
は

す
で
に
社
会
的
に
活
躍
す
る
知
識
人
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
京
都
府
の
師
範

学
校
教
員
か
ら
東
京
大
学
予
備
門
の
教
師
な
ど
を
経
験
し
た
文
化
人
で
あ
っ
た

事
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
四
明
が
子
規
の
周
辺
に
数
少
な
い
年
長
者
の
教
養

人
と
し
て
、
そ
の
俳
句
革
新
を
全
面
的
に
支
援
し
た
こ
と
は
、
子
規
に
と
っ
て

大
き
な
力
と
な
っ
た
。

第
二
章
で
は
哲
学
科
に
入
学
し
た
子
規
が
、
審
美
学
の
書
を
探
し
回
り
「
一

冊
も
無
し
」
と
記
す
が
、
子
規
の
身
辺
に
尤
も
近
い
新
聞
『
日
本
』
に
、
中
川

四
明
が
一
般
読
者
に
向
け
て
審
美
学
を
啓
蒙
的
に
説
い
た
「
美
術
家
」
が
あ
っ

た
こ
と
、
子
規
は
叔
父
か
ら
受
け
取
っ
た
ハ
ル
ト
マ
ン
の
美
学
も
、
鷗
外
の

「
し
が
ら
み
草
紙
」
の
訳
も
難
し
く
「
再
び
審
美
の
書
を
手
に
せ
ざ
り
き
」
と

す
る
が
、「
俳
諧
大
要
」
は
あ
き
ら
か
に
西
洋
の
美
学
を
吸
収
し
咀
嚼
し
て
自

分
の
論
と
し
て
い
る
の
で
、
中
村
不
折
や
森
鷗
外
か
ら
の
美
学
受
容
以
前
に
、

四
明
の
「
美
術
家
」
か
ら
も
知
識
を
得
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て

「
俳
諧
大
要
」
に
続
き
新
聞
『
日
本
』
に
掲
載
し
た
子
規
の
「
俳
句
二
十
四
體
」

は
、
子
規
が
自
ら
の
俳
句
を
も
っ
て
「
二
十
四
體
」
を
解
説
す
る
方
法
を
取
っ

て
お
り
、
此
処
に
は
四
明
の
助
言
が
見
ら
れ
る
。
難
し
い
言
葉
や
理
論
を
、
日

本
人
に
馴
染
み
深
い
俳
句
で
解
説
す
る
方
法
は
、
四
明
の
美
学
書
『
俳
諧
美

学
』
と
全
く
同
じ
方
法
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
四
明
は
、
芭
蕉
、
蕪
村
、

子
規
等
の
、
五
百
余
名
の
俳
句
に
よ
っ
て
美
学
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
『
俳

諧
美
学
』
は
当
時
四
版
ま
で
発
行
さ
れ
、
人
々
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
四
明
は
引
き
続
き
、『
觸
背
美
学
』
も
発
行
す
る
。

第
三
章
は
新
聞
『
日
本
』
の
発
行
停
止
対
策
と
し
て
、
子
規
が
責
任
者
と
な

っ
て
発
行
し
た
『
小
日
本
』、
そ
の
創
刊
か
ら
終
刊
を
考
察
し
た
。
過
激
な
欧

化
主
義
に
反
対
す
る
新
聞
『
日
本
』
に
在
職
し
た
子
規
と
、『
日
本
』
を
退
職

し
京
都
に
戻
っ
た
後
も
、
陸
羯
南
と
の
約
束
を
守
り
、
社
外
記
者
の
よ
う
な
立

場
で
生
涯
『
日
本
』
に
書
き
続
け
た
四
明
と
の
交
流
を
見
た
。

第
四
章
は
、
子
規
に
出
合
っ
て
か
ら
、
俳
人
と
し
て
日
本
派
の
俳
句
の
発
展

に
尽
く
す
、
初
期
の
四
明
俳
句
を
鑑
賞
し
た
。
両
者
は
西
洋
の
美
学
を
学
び
、

俳
句
が
西
洋
の
美
学
に
照
ら
し
て
、
日
本
に
も
共
通
す
る
美
の
一
分
野
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
た
。
そ
し
て
、
新
聞
と
い
う
、
新
し
い
伝
達
媒
体
に
常
設
し
た

俳
句
欄
を
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
だ
。
子
規
は
「
明

治
二
十
九
年
の
俳
句
界
」
に
述
べ
て
い
る
。「
見
よ
昨
年
に
お
い
て
諸
新
聞
雑

誌
が
頻
り
に
俳
句
を
載
せ
初
め
た
る
こ
と
を
。
こ
れ
俳
句
の
簡
単
に
し
て
登
載

に
便
な
る
に
よ
る
と
は
言
へ
、
俳
句
に
し
て
文
学
と
認
め
ら
れ
ず
ば
誰
か
好
ん

で
非
文
学
的
の
児
戯
を
新
聞
雑
誌
に
載
せ
ん
や
」（『
日
本
』
明
治
三
十
年
一
月

二
日
）。
子
規
と
四
明
は
、
欧
化
の
荒
波
に
浚
わ
れ
る
こ
と
な
く
日
本
固
有
の

文
芸
で
あ
る
俳
句
を
、
文
学
で
あ
り
、
美
学
（
芸
術
）
と
し
て
次
世
代
に
手
渡

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

参
考
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』
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岡
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岡
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懸
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懸
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追
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館
、
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、
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回
想
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中
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公
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一
九
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〇

年
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寒
川
鼠
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岡
子
規
の
世
界
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青
蛙
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、
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九
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六
年
十
月

松
井
利
彦
『
正
岡
子
規
』
新
訂
俳
句
シ
リ
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・
人
と
作
品
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楓
社
、
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九
七
九
年
十
二
月

栗
山
理
一
編
『
日
本
文
学
に
於
け
る
美
の
構
造
』
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、
一

九
九
一
年
九
月

神
林
恒
道
『
近
代
日
本
「
美
学
」
の
誕
生
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
三
月

松
井
貴
子
『
写
生
の
変
容
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
か
ら
子
規
、
そ
し
て
直
哉
へ
』
明

治
書
院
二
〇
〇
二
年
二
月

山
崎
甲
一
『
夏
目
漱
石
の
言
語
空
間
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
一
月
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坪
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『
子
規
と
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の
時
代
』
沖
積
社
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月

俳
句
教
養
講
座
一　

山
下
一
海
他
『
俳
句
を
作
る
方
法
読
む
方
法
』
角
川
書
店
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月

俳
句
教
養
講
座
二　

谷
地
快
一
他
『
俳
句
の
詩
学
・
美
学
』
角
川
書
店
、
二
〇

〇
九
年
十
一
月

俳
句
教
養
講
座
三　

谷
地
快
一
他
『
俳
句
の
広
が
り
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九

年
十
一
月

清
水
貞
夫
『
俳
人
四
明
覚
書
』
三
巻
～
七
巻　

現
代
文
藝
社
、
一
九
九
三
年
十

二
月
～
二
〇
一
八
年
三
月

松
本
皎
「
美
学
者
・
俳
人
～
中
川
四
明
」『
俳
星
』、
二
〇
一
五
年
五
月
（
通
巻

一
一
三
九
）

復
本
一
郎
『
子
規
と
そ
の
時
代
』
三
省
堂
、
二
〇
一
二
年
七
月

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
正
岡
子
規
』
新
潮
社
、
二
〇
一
二
年
十
月

山
田
吉
郎
『
明
治
短
歌
の
河
畔
に
て
』
短
歌
研
究
社
、
二
〇
一
四
年
五
月

堀
切
実
『
現
代
俳
句
に
生
き
る
芭
蕉
』
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
一
五
年
十
月

今
榮
藏
『
芭
蕉
年
譜
大
成
』
新
装
版　

角
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
十
月
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Chapter 4: Introduction of some haiku written by Shimei

Nakagawa Shimei was a person who supported in the beginning of modern haiku era, 

and he had an interaction with Masaoka Shiki. Shimei issued “Keihan Haiyu Mangetsukai”, 

which advocated “Nihon-ha”, and contributed its promotion. However, he isn’t popular 

nowadays and sometimes he is introduced as Shiki’s disciple only. Actually, Shimei had 

been already a senior writer of “Noppon” for Shiki and a translator of German fairy tale 

and a publisher of boy’s magazine when he started to have an interaction with Shiki on 

the newspaper “Nippon”. Shimei’s strong support for Shiki’s new haiku innovation had a 

deep influence on other intellectuals because the new haiku innovation was controversial 

idea. Shimei became famous for a haiku poet after middle age. 

This study is considering footprints for growth of new modern haiku with their 

interaction on the newspapers “Nippon” and “Shou Nippon”.


